
元
代
に
お
け
る
泊
戸
の
形
態

|
|
馬
砧
戸
と
水
姑
戸
を
中
心
と
し
て
|
|

太

田

調

部

は
じ
め
に

一
姑
戸
の
ム
殿
様
基
準

二
姑
戸
の
身
役

三
姑
戸
の
経
済
的
負
搭

四
正
姑
戸
・
貼
姑
戸
制

五
姑
戸
の
了
産

お

わ

り

に

』ま

じ

め
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モ
ン
ゴ
ル
帝
園
及
び
元
朝
時
代
の
姑
赤

(
E
B
S
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
夙
に
羽
田
亨
氏
の
『
元
朝
騨
俸
雑
考
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
論
考

①
 

が
護
表
さ
れ
て
お
り
、
騨
俸
制
度
と
し
て
の
姑
赤
の
制
度
的
解
明
は
殆
ど
量
く
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
る
に
こ
こ
に
更
め
て
元
代

の
砧
戸
を
と
り
あ
げ
て
、
い
さ
さ
か
の
考
察
を
加
え
ん
と
す
る
の
は
、
た
だ
に
姑
赤
の
制
度
を
支
え
た
姑
戸
そ
の
も
の
に
開
し
て
は
、
な
お
考

究
す
べ
き
問
題
も
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
と
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
園
及
び
元
朝
の
治
下
に
あ
っ
て
嬰
容
を
強
い
ら
れ
た
中
園

祉
曾
の
一
角
を
柏
戸
を
通
し
て
透
視
し
て
み
た
い
と
考
え
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
従
っ
て
主
と
し
て
考
察
の
封
象
と
な
る
の
は
中
園
本
土
の

葦
北
及
び
江
南
の
馬
姑
戸
、
水
姑
戸
で
あ
り
、
モ
ソ
ゴ
リ
ア
の
達
達
砧
戸
に
つ
い
て
は
必
要
に
鹿
じ
て
鏑
れ
る
程
度
に
止
め
る
。

な
お
姑
戸
は
園
家
に
よ
る
掌
握
及
び
そ
の
祉
曾
的
経
済
的
存
在
形
態
に
つ
い
て
は
軍
戸
と
一
致
す
る
貼
が
多
く
、
こ
の
意
味
で
は
本
稿
は
先

@
 

に
瑳
表
し
た
拙
稿
「
元
代
の
漢
軍
戸
と
そ
の
農
業
生
産
」
の
姉
妹
篇
を
な
す
も
の
と
言
え
る
。
大
方
の
御
叱
正
を
乞
う
。
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姑
戸
の
愈
援
基
準

砧
戸
に
余
擁
さ
れ
る
針
象
と
さ
れ
た
の
は
、
王
惇
の

〈便
民
三
十
五
事
〉

縞
見
、
随
路
百
姓
、
自
攻
取
袈
焚
己
来
、
節
次
昭
問
中
強
等
戸
、
策
充
軍
姑
。 (『

秋
澗
集
』
容
九

O
〉
に

と
あ
り
、
他
に
も
か
か
る
記
載
が
少
な
く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、

軍
戸
と
同
様
に
お
お
む
ね
中
等
以
上
の
戸
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い

が
、
そ
の
念
撮
基
準
は
具
鐙
的
に
何
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

周
知
の
如
く
、

『
永
祭
大
典
』
巻
一
九
四
一
ム
ハ
か
ら
巻
一
九
四
二
五
に
い
た
る
二
十
二
勘
、
蕪
字
韻
に
属
す
る
砧
字
の
個
所
に
は
、
現
在
で

①
 

は
侠
書
と
な
っ
て
い
る
元
代
の
政
書

『経
世
大
典
』
の
姑
赤
門
を
は
じ
め
と
す
る
元
朝
時
代
の
姑
赤
に
閲
す
る
豊
富
な
記
録
が
み
え
、
極
め
て

貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
現
在
で
は
佼
書
に
な
っ
て
い
る
元
代
の
類
書
『
丹
塀
濁
封
』
の

砧
赤
の
項
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
蓄
は
か
な
り
の
俗
書
で
あ
る
よ
う
で
、

そ
の
記
載
に
は
全
面
的
な
信
頼
は
お
け
な
い
が
、
概
括
的
に
把
握
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す
る
に
は
便
利
な
面
が
あ
る
の
で
棲
租
詰
、
朱
俸
春
闘
氏
の
『
中
園
郵
騨
瑳
達
史
』
な
ど
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
砧
戸
の
愈
援
基

準
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

北
方
諸
砧
、
則
験
翠
畜
之
多
者
躍
之
、
南
方
諸
結
、
則
験
田
畝
策
之。

「
北
方
諸
砧
」
と
は
外
長
城
線
以
北
の
達
達
拍
赤
、
す
な
わ
ち
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
砧
赤
を
指
し
、

江
南
の
砧
赤
を
指
す
も
の
と
解
し
て
よ
い
。
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
達
達
姑
戸
の
愈
擁
に
あ
た
り
、
家
畜
の
頭
数
が
そ
の
基
準
と
さ
れ
た
こ
と
は
嘗
然

@
 

で
あ
ろ
う
が
、
首
面
、
問
題
と
す
べ
き
は
華
北
及
び
江
南
の
結
戸
の
そ
れ
で
あ
る
。

「
南
方
諸
砧
」
と
は
中
園
本
土
の
華
北
及
び

『
丹
岡
崎
溺
封
』

に
は
単
に

「
田
畝
を
験
し
て
之
れ
を
策

す
」
と
み
え
る
が
、

こ
の
記
載
は
次
の
二
黙
に
お
い
て
必
ず
し
も
正
確
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
第

一
貼
は
特
に
華
北
に
お
い
て
は
田
畝
額
の

ほ
か
に
丁
数
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
、
い
ま
一
つ
は
江
南
に
あ
っ
て
は
田
畝
額
よ
り
も
税
苗
額
ー
ー
も
っ
と
も
こ
れ
は
田
畝
額
と
密
接
に
関
連
は

す
る
ー
ー
に
そ
の
基
準
か
置
か
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
貼
で
あ
る
。

、ー‘・ふ



ま
ず
華
北
に
お
け
る
拍
戸
の
余
援
基
準
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

年
五
月
の
世
租
フ
ビ
ラ
イ
の
聖
旨
中
に
、

『
経
世
大
典
』
姑
赤
ハ
省
一
九
四
一
六
〉
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
中
統
四

上
都
以
西
隆
輿
府
道
立
字
老
結
、
上
都
以
南
墓
雲
道
立
車
姑
弁
馬
砧
。

戸
、
今
差
断
事
官
阿
昔
鍛
木
見
・
宣
使
紀
忙
冗
解
前
去
、
輿
宣
慰
司
、

拍
籍
定
文
姉
、
依
験
丁
多
及
富
強
戸
、
内
選
棟
堪
中
上
戸
。

〈
中
略
)
竣
偏
嶺
以
南
隆
輿
府
以
南
起
移
前
衆
立
姑
戸
三
千
七
百

一
同
於
随
路
馬
枯
内
、
験
中
書
省
坐
去
均
定
合
起
戸
数
、
掲
照
各

と
み
え
る
。
こ
れ
は
既
に
馬
拍
戸
に
充
て
ら
れ
て
い
る
者
の
う
ち
か
ら
新
た
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
上
都
路
雲
州
等
の
慮
の
馬
姑
な

い
し
は
車
砧
に
所
属
す
る
姑
戸
を
選
抜
す
る
も
の
で
、
民
戸
か
ら
の
余
擦
と
は
事
情
は
少
し
異
な
る
が
、
そ
の
選
抜
に
あ
た
り
、
経
済
的
な
面

だ
け
で
は
な
く
、
丁
数
の
多
寡
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
閉
じ
『
経
世
大
典
』
結
赤
(
倉
一
九
四

一
九
〉
に
み

え
る
至
元
二
十
九
年
五
月
に
お
け
る
中
書
卒
章
政
事
刺
員
・
不
忽
木
の
上
奏
に
、

黄
河
逝
南
姑
赤
、
三
四
戸
養
馬
一
匹
、
而
京
兆
之
地
、

一
噴
矯
一
分
、

一
戸
養
馬
三
四
匹
。

(
中
略
〉
蓋
嘗
鐙
究
京
兆
立
姑
之
始
、

輿
他
所
不
問
。

毎
地
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一
丁
亦
帰
一
分
、
総
十
四
分
首
姑
馬

一
匹
。

@
 

と
あ
る
。
京
兆
府
に
お
い
て
は
抽
赤
創
設
時
、
地
一
頃
と
丁
一
名
を
共
に
一
分
と
算
え
、
合
せ
て
十
四
分
に
達
す
る
者
を
鋪
馬
一
匹
を
供
出
す

る
馬
姑
戸
に
充
て
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
姑
戸
の
愈
接
基
準
に
丁
数
が
入
っ
て
い
る
の
は
、
丁
数
の
多
寡
が
各
戸
の
財
産
欣

況
を
知
る
一
つ
の
目
安
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
次
節
に
お
い
て
み
る
如
く
、
結
戸
は
経
済
的
負
措
の
ほ
か
に
立
砧
の
地
に
お
い
て
身
役
に
従

事
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
京
兆
府
の
余
擁
基
準
に
従
い
、
試
み
に
算
出
す
る
な
ら
ば
、
鋪
馬
一
匹
を
供
出
す
る
馬
姑
戸
は
人
丁
四
名
な
ら
ば
田
地
十
頃
、

七
名

な
ら
ば
七
頃
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
京
兆
府
に
お
い
て
は
相
嘗
の
団
地
と
人
丁
を
有
す
る
民
戸
か
ら
拍
戸
の
余
擁
が
行
な
わ
れ
た

こ
と
が
判
る
。
勿
論
、
「
他
所
と
同
じ
か
ら
ず
」
と
み
え
る
よ
う
に
地
域
差
は
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
華
北
の
一
般
的
事
例
と
は
み
な
し
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
こ
の
黙
で
、
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
『
元
史
』
郭
賓
玉
侍
〈
倉
一
四
九
)
に
み
え
る
次
の
記
事
で
あ
る
。
太
組
チ
ン
ギ
ス
・
ハ

γ
の
時
に
郭
賓
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玉
の
建
言
に
よ
っ
て
護
布
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
貿
際
に
は
少
な
く
と
も
そ
の
設
布
は
太
宗
朝
に
降
る
と
み
ら
れ
る
係
重
五
章
の
中
の
一
欺
に
、

箪
戸
、
蒙
古
色
白
人
、
毎
丁
起
一
軍
、
漢
人
有
国
四
頃
・
人
三
丁
者
、

念

一
箪
。
年
十
五
以
上
成
丁
、
六
十
破
老
。
姑
戸
興
箪
戸
向
。

と
あ
旬
。
文
中
に
「
砧
戸
は
軍
戸
と
同
じ
」
と
み
え
る
の
は
直
前
の
「
年
十
五
以
上
云
々
」
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
一
文
全
穫
を
指
す
と
考
え

ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
漢
人
の
場
合
、
結
戸
は
軍
戸
と
同
じ
く
、
団
地
四
頃
、
人
丁
(
お
そ
ら
く
男
丁
の
み
)
三
名
を
有
す
る
民
戸
か
ら
余
擁
さ

れ
た
こ
と
と
な
る
。
も
っ
と
も
こ
の
篠
董
が
ど
れ
だ
け
萱
一
的
に
施
行
さ
れ
た
か
と
な
る
と
多
分
に
疑
問
は
残
る
が
、
後
世
、
結
戸
に
射
し
て

四
頃
ま
で
の
私
有
地
に
封
す
る
地
税
が
兎
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
照
し
合
わ
せ
る
と
、
や
は
り
一
定
の
史
買
を
博
え
た
も
の
に

軍
戸
と
同
様
、

違
い
な
い
。

し
か
し
団
地
四
頃
、
男
丁
だ
け
で
三
名
を
有
す
る
民
戸
と
言
え
ば
、
華
北
に
お
い
て
も
そ
う
多
く
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
姑
赤
の

嬢
張
に
つ
れ
て
、
や
が
て
数
戸
が
共
同
し
て
泊
役
に
醸
嘗
す
る
正
姑
戸

・
貼
姑
戸
制
が
採
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
先
の
刺
員
、
不
忽
木
の
上
奏

四
戸
に
て
馬

一
匹
を
養
う
」
と
あ
っ
た
の
は
そ
の
簡
潔
な
表
現
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
漢
軍
戸
の
例
に
倣
い
、

@
 

そ
ら
く
憲
宗
朝
に
始
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

に
河
南
地
方
で
は
コ
ニ
、

お
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こ
の
正
砧
戸

・
貼
砧
戸
制
の
内
容
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
が
、

し
か

も
な
お
至
元
十
年
頃
に
い
た
っ
て
も
、
初
め
に
王
俸
の
〈
使
民
三
十
五
事
〉
で
み
た
如
く
、
華
北
で
姑
戸
の
愈
援
封
象
と
さ
れ
た
の
は
そ
れ
な

り
の
丁
産
を
有
す
る
中
等
以
上
の
戸
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

拍
赤
の
制
度
は
南
宋
の
卒
定
に
伴
な
い
、
逐
次
江
南
に
お
い
て
も
施
行
さ
れ
た
。

し
か
し
税
制

一
つ
を
と
っ
て
も
華
北
と
は
大
き
く
異
な
る

江
南
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
施
行
に
あ
た
っ
て
自
ら
差
異
が
み
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

『経
世
大
典
』
砧
赤
(
倉
一
九
四
一
七
)
に
み
え
る
至
元
十

九
年
五
月
の
橿
密
副
使
字
羅
、

中
書
右
丞
剖
散
の
上
奏
に
、

遡
者
石
宣
慰
言
、
南
方
験
回
糧
、
及
七
十
石
者
、
準
嘗
姑
馬

一
匹。

@
 

と
あ
る
。
華
北
と
違
い
、
税
苗
額
に
そ
の
基
準
を
置
い
て
い
る
剥
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。
税
苗
額
七
十
石
を
基
準
と
し
、
こ
れ
に
達
す
る
者
を

鋪
馬

一
匹
を
供
出
す
る
馬
姑
戸
に
充
て
て

い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
『
元
史
』
成
宗
本
紀
(
谷
一
一
一
)
の
大
徳
七
年
七
月
丁
丑
の
僚
に
は
、



御
史
蓋
臣
言
、
湖
南
聡
殺
百
石
者
、
出
騨
馬
一
匹
。

と
み
え
、
湖
南
で
は
税
苗
額
百
石
が
基
準
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
経
世
大
典
』
姑
赤
(
倉
一
九
四
一
八
〉
に
み
え
る
至
元
二
十
五
年
二
月
の

畏
吾
見
撒
里
の
次
の
上
言
に
基
づ
く
も
の
に
相
違
な
い
。

若
有
納
糧
百
石
之
下
七
十
石
之
上
、
自
請
濁
嘗
姑
馬
一
匹
者
、
牧
係
篤
使
。

す
な
わ
ち
江
南
に
お
い
て
は
、
鋪
馬
一
匹
を
供
出
す
る
馬
姑
戸
の
余
援
は
税
苗
額
七
十
石
な
い
し
は
百
石
を
基
準
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
剣
る
。
同
様
に
水
描
戸
の
余
援
に
は
後
に
み
る
よ
う
に
税
苗
額
四
十
石
が
基
準
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
馬
柏
戸
の
余
擁
基
準
た
る
税

苗
額
七
十
石
に
し
て
も
、
水
姑
戸
の
四
十
石
に
し
て
も
、
江
南
に
お
い
て
一
戸
で
こ
れ
だ
け
の
税
苗
を
出
す
の
は
相
嘗
の
田
畝
を
有
す
る
民
戸

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
幾
人
か
の
佃
戸
を
抱
え
る
地
主
が
そ
の
劃
象
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
に
は
自
ら
限
界
が
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
事
賞
、
江
南
で
も
正
姑
戸
・
貼
姑
戸
制
が
採
ら
れ
て
お
り
、
『
元
典
章
』
兵
部
〈
空
三
ハ
)
の
〈
姑
戸
徐
糧
嘗
差
〉
の

僚
に
み
え
る
大
徳
六
年
十
一
月
の
江
新
行
省
の
割
付
に
、

と
あ
る
如
く

@
 

各
慮
元
策
水
馬
姑
戸
、
依
験
苗
糧
、
七
十
石
該
馬
一
匹
、
四
十
石
該
船
一
隻
。
数
内
有
濁
戸
充
嘗
、
或
敷
戸
合
湊
膳
〔
首
〕
、

一
戸
で
結
役
に
慮
嘗
す
る
場
合
と
、
正
姑
戸
・
貼
結
戸
制
を
と
り
、
数
戸
が
共
同
ぜ
嘗
る
場
合
が
併
存
し
て
い
る
の
が
貫
情
で

- 39ー

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
こ
に
お
い
て
も
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
一
般
に
拍
戸
に
愈
接
さ
れ
る
の
は
貼
姑
戸
を
も
含
め
て
、
そ
れ
相
鷹
の
税

苗
額
を
有
す
る
民
戸
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
『
至
順
鎮
江
志
』
公
騨
(
省
二
ニ
〉
に
み
え
る
延
筋
七
年
の
江
新
行
省
の
割
付
に
、

嘗
以
本
路
人
民
充
嘗
揚
・
員
二
州
等
馬
姑
。
蓋
因
蹄
附
之
初
、
漸
西
諸
郡
隷
江
准
行
省
管
領
、
信
用
是
准
東
揚
州
等
慮
、
元
係
亡
宋
漫
地
、

擾
擾
百
姓
、
四
遠
避
兵
、
地
贋
人
稀
、
以
此
於
鎮
江
路
有
国
糧
上
戸
内
、
差
援
姑
戸
一
千
能
戸
、
於
揚
州
在
域
及
郁
伯
・
瓜
州
・
員
州
・

六
合
・
建
康
下
萄
六
慮
嘗
拍
。

と
あ
る
が
、
こ
こ
に
「
鎮
江
路
の
田
糧
を
有
す
る
上
戸
内
に
於
い
て
、
姑
戸
一
千
齢
戸
を
差
援
す
」
と
み
え
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
水
姑
戸

39 
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の
場
合
は
『
永
楽
大
奥
』
各
一
九
四
二
五
に
引
か
れ
て
い
る
、

や
は
り
現
在
で
は
侠
書
と
な
っ
て
い
る
元
代
の
便
覧
風
の
政
書
『
成
憲
綱
要
』

の
騨
砧
門
に

至
元
二
十
年
、
都
省
差
官
、
興
江
准
行
省
宣
慰
司
各
路
官
、
依
験
各
路
税
加
、
於
苗
米
八
石
之
上
二
石
之
上
有
丁
戸
内
差
接
、
充
水
砧
戸
。

@
 

と
み
え
、
地
域
に
よ

っ
て
は
具
位
的
な
基
準
額
、
か
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
正
砧
戸
・
貼
砧
戸
制
を
と
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
額
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
こ
に
「
苗
米
八
石
之
下
、
二
石
之
上
に
し
て
丁
有
る
戸
内
に
於
い
て
差
擁
し
」
と
あ
り
、
江
南
に
お
い
て
も
姑
戸
の
余
援

に
あ
た
り
、

丁
数
が
全
く
問
題
と
な
ら
な
か

っ
た
の
で
は
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
次
節
に
お
い
て
水
砧
戸
の
身
役
を
考
察
す
る
際

に
重
要
な
意
味
を
も
っ
。

右
に
み
た
よ
う
に
江
南
で
は
馬
姑
戸
、
水
姑
戸
の
余
援
基
準
は
税
苗
額
に
置
か
れ
る
の
が
一
般
的
で
は
あ
っ
た
が
、
江
西
行
省
及
び
湖
贋
行

省
で
は
水
砧
戸
の
念
援
に
あ
た
り
、
華
北
と
同
様
に
回
畝
額
を
基
準
と
し
て
い
る
事
例
も
存
す
る
。

『
経
世
大
典
』
姑
赤
(
径
一
九
四
一
九
)
に

- 40ー

み
え
る
元
貞
元
年
間
四
月
の
江
西
行
省
の
上
言
中
に
、
水
砧
夫
の
差
援
基
準
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

如
依
本
省
元
定
則
例
、
以
地
三
十
畝
差
夫
一
名
、
依
例
除
根
相
躍
。

こ
の
則
例
は
通
政
院
を
通
じ
、
中
醤
省
の
准
可
を
得
て
い
る
。
こ
れ
も
正
砧
戸

・
貼
姑
戸
制
を
と
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
同

じ
く
正
砧
戸
・
貼
姑
戸
制
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、

地
域
に
よ
っ
て
は
基
準
額
が
も
っ
と
多
い
事
例
も
存
す
る
。

こ
れ
も
現
在
で
は
侠
書
と
な
っ
て
レ
る
元
代
の
政
書
『
六
僚
政
類
』
の
〈
鎮
遠
至
岳
州
立
水
姑
〉
の
篠
に
、

『
永
祭
大
典
』
巻
一
九
四
二

一
に
引
く、

一抗
州
路
水
枯
八
庭
、
用
大
桐
槽
船
四
十
隻
、
毎

一
隻
用
夫
四
名
、
於
四
百
畝
戸
内
差
擁
謄
首
。

と
み
え
る
の
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
湖
底
行
省
管
下
の
況
州
路
に
お
け
る
水
砧
夫
の
余
援
基
準
は
回
畝
額
四
百
畝
H
四
頃
で
あ
り
、

か
つ
て
華

北
に
お
い
て
み
ら
れ
た
も
の
と
一
致
す
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
偶
然
で
、
同
僚
に
み
え
る
辰
州
路
、
常
徳
路
、
岳
州
路
で
は
「
地

一
百
五

十
畝
之
上
二
百
畝
之
下
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
基
準
と
さ
れ
る
田
畝
額
が
こ
の
よ
う
に
大
き
く
異
な
る
の
は
、
生
産
力
の
違

い
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
正
姑
戸
に
付
属
す
る
貼
姑
戸
の
戸
数
の
多
少
と
結
戸
の
経
済
的
負
捨
の
地
域
的
格
差
に
由
る
も
の
で
あ
ろ
う
。



以
上
み
て
き
た
如
く
、
結
戸
の
余
援
基
準
は
華
北
と
江
南
と
で
大
き
く
異
な
る
だ
け
で
な
く
、
華
北
、
江
南
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
も
か
な
り

の
地
域
差
が
存
し
た
。
こ
こ
に
元
朝
の
中
園
支
配
の
一
つ
の
特
色
と
限
界
を
み
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
い
ず
れ
も
相
嘗
な
丁
敷

と
田
畝
額
な
い
し
は
税
苗
額
を
有
す
る
祉
曾
的
中
堅
層
が
そ
の
念
撮
劉
象
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
元
朝
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
結
赤
の
制
度
維
持
と
い
う
貼
か
ら
み
て
蓋
し
嘗
然
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
余
接
さ
れ
た
姑
戸
は
拍
籍
に

著
け
ら
れ
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
世
襲
的
に
姑
役
に
麿
嘗
す
る
義
務
が
課
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

結

戸

の

身

役

@
 

姑
戸
は
撃
に
鋪
馬
、
首
思

Q
g
S
等
の
姑
赤
に
お
い
て
入
用
の
物
資
を
供
給
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

貼
姑
戸
を
除
き
、

各
正
拍
戸
か
ら

名
な
い
し
は
二
名
の
男
丁
が
出
て
、
姑
赤
に
お
け
る
身
役
に
従
事
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
先
に
も
引
用
し
た
中
統
四
年
五
月
に
愛
せ
ら
れ
た

馬
姑
戸
馬
一
匹
、
車
姑
戸
牛
二
隻
。
於
各
戸
下
、
選
棟
堪
以
嘗
砧
好
人
、

不
問
親
躯
、
毎
戸
止
取
二
丁
、

同
来
人
家
属
、
起
移
前
来
、
於

- 41ー

世
租
フ
ビ
ラ
イ
の
聖
旨
中
に
、

指
定
立
結
去
庭
、
安
置
住
坐
。

と
み
え
る
。
上
都
路
雲
州
等
の
慮
の
馬
姑
及
び
車
砧
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
馬
砧
戸
、
車
砧
戸
は
そ
れ
ぞ
れ
馬
牛
を
一
、
二
頭
を
供
出
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
各
詰
戸
か
ら
二
名
の
男
丁
を
出
し
て
、
姑
赤
に
お
け
る
身
役
に
従
事
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

「
親
躯
を
問
わ
ず
」
と
あ
る
の
は
後
節
で
姑
戸
の
家
族
構
成
を
考
察
す
る
時
に
重
要
と
な
る
が
、
そ
れ
は
暫
ら
く
措
き
、
特
に
二

名
の
男
丁
が
身
役
に
雁
首
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
の
は
こ
の
事
例
の
み
で
、
通
常
は
各
正
姑
戸
か
ら
一
名
の
男
丁
を
出
す
こ
と
と
さ

そ
の
際
、

れ
て
い
た
。

そ
れ
で
は
こ
の
姑
赤
に
お
け
る
身
役
と
は
具
陸
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
勿
論
、
拍
赤
の
種
類
に
よ

っ
て

41 

異
な
る
こ
と
は
嘗
然
で
あ
る
。
ま
ず
馬
砧
戸
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、

『経
世
大
奥
』
砧
赤
〈
倉
一
九
四

一
七
)
に
み
え
る
至
元
十
六
年
六
月
の
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中
書
卒
章
政
事
合
伯
等
の
上
奏
に
、
検
林
等
の
三
砧
の
砧
戸
に
つ
レ
て
述
べ
て
、

(
前
略
)

一
千
戸
充
養
馬
之
役
、
選
差
際
幹
頭
目
、
以
董
其
事
。

四
戸
に
て
馬
一
匹
を
養
う
」
と
い
っ
た
表
現
が
少
な
く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
み
て
も
、
馬
砧
戸
の
身
役

と
し
て
鋪
馬
の
詞
養
が
あ

っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
果
し
て
そ
れ
だ
け
の
た
め
に
、
貼
砧
戸
を
除
く
各
正
馬
砧
戸
か
ら
一
名
な
い
し
は

二
名
の
男
丁
が
出
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
冗
刺
赤

(cz-)と
の
関
係
で
あ
る
。
冗
刺
赤

と
あ
る
し
、
先
に
も
み
た
如
く
、

ー寸

、

は
『
元
朝
秘
史
』
に
冗
刺
阿
臣
(
巳

z
z
m
F
三
仙
台
と
と
も
み
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
羽
田
亨
氏
は
前
著
に
お
い
て
、
「
使
臣
の
往
来
、
官
物

-
進
呈
品
等
の
押
運
の
場
合
に
、
そ
の
経
行
に
随
行
し
て
こ
れ
を
引
迭
す
る
の
が
本
務
で
あ
っ
た
」
の
で
あ
り
、

コ
元
朝
秘
史
に
こ
れ
を
馬
夫

解
穫
で
あ
ろ
う
。

と
詳
し
て
ゐ
る
の
は
適
嘗
な
解
穫
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

『
元
典
章
』
等
に
み
え
る
現
買
の
冗
刺
赤
の
姿
か
ら
み
て
、
従
う
べ
き

『
元
朝
秘
史
』
績
集
巻
こ
に
は
太
宗
オ
ゴ
タ
イ

・
ハ
l
ン
の
拍
赤
創
設
時
に
お
い
て
、
各
結
ご
と
に
二
十
名
の
冗
刺
阿
臣
を

こ
れ
は
元
朝
時
代
に
も
引
き
縫
が
れ
て
い
る
。

例
え
ば
元
末
の
慶
元
路
の
地
志
で
あ
る

『至
正
四
明
綴
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置
い
た
と
い
う
記
事
が
み
え
る
が
、

志
』
賦
役
志
(
府
竺
ハ
〉
の
姑
赤
の
項
に
、

在
城
砧

鋪
馬
武
拾
擁

正
馬
京
拾
匹

備
馬
京
拾
匹

冗
刺
赤
康
拾
名

と
あ
る
。
慶
元
路
の
在
城
砧
で
は
正
馬
と
備
馬
(
貼
馬
と
も
い
う
)
を
合
せ
た
も
の
と
同
数
の
冗
刺
赤
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た

『
至
順
鎖
江
士
山
』

公
役
(
省
一
三
)
に
は
、

冗
刺
赤
百
二
十
名
(
在
城

・
丹
陽
・
呂
域
馬
姑
各
四
十
名
)



拍
船
夫
九
百
名
(
在
城
・
丹
陽
・
呂
城
水
姑
各
三
百
名
〉

遁
運
夫
百
七
十
名
(
船
夫
百
二
十
名
、
車
夫
五
十
名
)

と
み
え
る
。
こ
の
よ
う
に
各
姑
赤
ご
と
に
置
か
れ
て
い
る
多
数
の
冗
刺
赤
が
、
拍
戸
と
は
別
個
に
差
接
さ
れ
た
形
跡
は
全
く
な
い
。
ま
た
右
の

如
く
『
至
順
鎮
江
志
』
で
は
冗
刺
赤
は
姑
船
夫
、
遁
運
夫
と
併
記
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
姑
船
夫
、
遁
運
夫
が
後
で
み
る
よ
う
に
、
各
水
姑
戸
、
遁

運
姑
戸
か
ら
出
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
照
す
と
、
使
臣
の
引
迭
な
ど
に
従
事
す
る
冗
刺
赤
と
は
、
貼
姑
戸
を
除
く
各
正
馬
姑
戸
か
ら
出

る
男
丁
H
馬
拍
夫
そ
の
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
し
、
ま
た
そ
う
し
て
こ
そ
、
鋪
馬
一
匹
を
出
す
正
馬
砧
戸
ご
と
に
男
丁
て
二
名
が
姑
赤

に
お
け
る
身
役
に
従
事
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
も
了
解
し
え
よ
う
。
鋪
馬
の
簡
養
だ
け
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
の
数
の
男
丁
を
必
要
と
は
し

な
い
は
ず
で
あ
る
。

水
拍
戸
の
場
合
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
『
永
楽
大
典
』
巻
一
九
四
二
四
に
「
元
朝
典
章
」
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
『
元
典
章
』

⑬
 

に
は
み
え
ず
、
『
元
典
章
』
の
前
身
で
、
成
宗
テ
ィ
ム

l
ル
の
大
徳
年
聞
に
出
来
た
『
大
徳
典
章
』
の
一
僚
と
み
ら
れ
る
〈
結
撹
姑
赤
〉
の
僚
に
、

大
徳
五
年
、
中
書
兵
部
承
奉
中
書
省
割
付
、
通
政
院
星
、
揚
州
水
拍
正
戸
、
不
行
嘗
役
、
管
姑
頭
目
人
等
結
損
、
轄
雇
諸
人
替
賞
、
損
壊
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船
隻
、
痩
弱
頭
疋
、
失
誤
遁
運
。

と
あ
れ
ば
、
正
水
姑
戸
H
水
姑
正
戸
に
あ
っ
て
も
拍
赤
に
お
い
て
身
役
に
膳
嘗
す
る
義
務
が
あ
っ
た
こ
と
が
剣
る
。
身
役
の
具
鐙
的
内
容
は
こ

こ
に
水
枯
正
戸
自
身
は
役
に
嘗
ら
ず
、
管
拍
頭
目
人
等
が
結
託
し
て
利
盆
を
圃
り
、
他
人
を
雇
っ
て
代
嘗
さ
せ
る
結
果
、
「
船
隻
を
損
壊
し
、
頭

疋
を
痩
弱
し
」
と
み
え
、
ま
た
『
元
典
章
』
戸
部
(
倉
一
一
六
〉
〈
押
運
官
員
不
得
起
夫
〉
の
僚
に
、

今
既
己
設
拍
船
、
各
有
駕
船
姑
夫
、
又
行
差
夫
捧
損
、
似
震
重
複
。

と
も
あ
れ
ば
、
各
水
姑
正
戸
か
ら
出
る
男
丁
H
水
拍
失
は
本
来
、
姑
船
の
運
航
、
捧
捜
に
従
事
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
『
至
順
鎖
江
志
』
の
姑
船
夫
も
こ
れ
で
あ
る
。
先
の
文
中
に
み
え
る
頭
疋
は
捧
船
用
の
瞳
畜
に
他
な
ら
な
い
。
な
お
拍
船
の
運
航
に
は

数
名
の
人
丁
を
必
要
と
す
る
た
め
、
江
南
の
一
部
で
は
貼
姑
戸
と
さ
れ
な
が
ら
水
姑
夫
を
出
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
レ
て
は
後
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節
で
詳
述
す
る
。

と
こ
ろ
で

『
、
氷
楽
大
典
』
を
一
九
四
二
五
に
引
く
『
成
憲
綱
要
』
の
騨
砧
の
項
に
は

元
貞
元
年
四
月
、
江
漸
省
議
、
冗
刺
赤
・
梢
工
人
等
、
以
馬
疋
痩
損
、
鞍
轡
不
完
、
船
隻
損
壊
、
告
砧
勾
擾
、
椿
配
姑
戸
。

と
み
え
、
こ
れ
に
依
る
限
り
、
冗
刺
赤
、
梢
工
人
(
水
夫
)
と
も
馬
砧
夫
、

水
砧
夫
と
は
全
く
別
個
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
既
に
み

た
如
く
、
本
来
、
正
姑
戸
か
首
る
べ
き
冗
刺
赤
、
梢
工
人
の
一雇
傭
化
が
進
行
し
て
い
た
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
先
の

〈
結
撹
姑
赤
〉
の
篠
に
み

え
る
大
徳
五
年
の
前
札
魯
花
赤
都
事
苗
好
謙
の
呈
中
に

因
差
経
由
山
後
桓
州
等

一
十

一
柏
、
提
領

・
百
戸
人
等
、
貧
国
済
己
、
勤
令
砧
戸
、
不
令
親
身
膳
嘗
、
毎
年
馬

一
疋
受
雇
銭
中
統
紗
二
十

五
錠
、
牛

一
隻
紗
一
十
六
錠
撹
賞
、
所
以
砧
戸
貧
難
、
典
貰
田
宅
在
逃
、
無
可
伸
訴
。
其
絵
路
分
、
蓋
其
一
也
。

と
あ
る
。
上
都
路
に
属
す
る
桓
州
等
の
砧
赤
に
お
い
て
も
、
姑
官
等
に
強
要
さ
れ
る
形
で
冗
刺
赤
の
雇
傭
化
が
準
行
し
、
そ
の
た
め
に
馬
姑
戸

は
毎
年
、
多
額
の
雇
役
銭
を
支
出
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
た
め
に
馬
砧
戸
の
貧
窮
化
を
招
来
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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以
上
に
み
て
き
た
如
く
、
馬
砧
正
戸
、

水
砧
正
戸
と
も
経
済
的
負
捨
の
ほ
か
に
本
来
、
馬
砧
夫
、
水
砧
夫
を
出
し
、
姑
赤
に
お
け
る
身
役
に

雁
嘗
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
元
朝
中
期
に
入
る
と
水
結
、
馬
砧
を
問
わ
ず
、

ま
た
華
北
、

江
南
を
問
わ
ず
、

冗
刺
赤
、

梢
工
人
の

雇
傭
化
が
進
行
し
、
そ
れ
が

一
般
的
と
な

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
姑
戸
の
負
捲
軽
減
に
は
繋
が
ら
ず
、
逆
に
そ
の
増
大
を
招

き
、
社
禽
的
中
堅
層
か
ら
な
る
砧
戸
在
落
の
要
因
と
も
な
っ
た
こ
と
は
、
皐
に
姑
赤
の
制
度
維
持
に
止
ま
ら
ず
、
元
朝
政
権
の
安
定
に
も
関
わ

る
問
題
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

姑
戸
の
経
済
的
負
捨

元
朝
以
前
の

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
漠
北
時
代
に
お
け
る
砧
戸
の
経
済
的
負
据
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
多
少
と
も
具
銭
的
に
知
ら
れ
る
の
は
、

『
経
世
大
典
』
姑
赤
(
省
一
九
四
二
ハ
〉
及
、
ひ
『
元
史
』
兵
志
(
谷
一

0
4
〉
に
み
え
る
太
宗
オ
ゴ
タ
イ

・
ハ
l
ン
部
位
の
年
(
一
二
二
九
年
〉
に



護
せ
ら
れ
た
次
の
聖
旨
が
殆
ど
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
『
経
世
大
典
』
姑
赤
に
は
、

@
 

戒
飾
諸
牛
鋪
馬
結
。
大
意
若
日
、
(
中
略
〉
毎
一
百
戸
姑
、
置
漢
車
一
十
具
。
各
砧
倶
起
米
倉
、
姑
戸
毎
年
一
牌
内
納
米
一
石
。

如
各
騨
馬
牛
閥
少
、
本
百
戸
規
措
。

〈中略〉

『
元
史
』
兵
志
の
記
載
も
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。

米
倉
に
納
め
る
米
一
石
だ
け
で
あ
る
。
羽
田
亨
氏
は
前
掲
書
に
お
い
て
一
百
戸
ご
と
に
置
く
と
さ
れ
て
い
る
漢
車
十
具
も
拍
戸
の
負
措
で
あ
っ

こ
こ
で
明
確
に
柏
戸
の
負
措
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
毎
年
一
牌
甲
(
十
戸
〉
ご
と
に

と
あ
り
、

た
と
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
と
て
も
毎
年
買
い
換
え
る
必
要
は
な
く
、
こ
れ
に
依
る
限
り
、
柏
戸
の
経
済
的
負
携

は
決
し
て
重
か
っ
た
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
も
っ
と
も
こ
こ
に
記
し
て
い
る
の
は
官
物
、
進
呈
品
等
の
押
運
に
従
事
す
る
牛
(
車
〉
姑
戸
の
経

済
的
負
措
だ
け
で
あ
り
、
馬
拍
戸
の
そ
れ
は
別
個
に
存
し
た
と
も
解
調
停
し
う
る
。
そ
れ
で
は
元
朝
時
代
に
お
い
て
馬
拍
戸
の
経
済
的
負
措
の
中

心
を
な
し
た
鋪
馬
及
び
首
思
は
ど
の
よ
う
に
支
掛
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
太
宗
の
聖
旨
中
に
は
「
如
し
各
騨
馬
牛
閥
少
す
れ
ば
、
本
百
戸
規
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措
す
」
と
あ
る
が
、
こ
の
記
載
か
ら
即
ち
に
鋪
馬
牛
も
拍
戸
の
負
措
で
あ
っ
た
と
は
と
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
『
経
世
大
典
』
姑
赤
及
び

『
元
史
』
兵
志
に
は
先
の
記
事
に
績
い
て
、
往
来
す
る
使
臣
に
給
す
る
「
抵
鷹
分
例
」
が
記
さ
れ
、
一
日
に
毎
名
、
肉
一
斤
、
麺
一
斤
、
米
一

升
、
酒
一
瓶
を
支
給
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
が
砧
戸
が
毎
年
納
め
る
十
戸
で
わ
ず
か
一
石
の
米
で
賄
い
え
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
『
経
世
大
典
』
姑
赤
に
は
「
抵
鹿
分
例
」
を
記
し
た
後
に
、

援
上
項
物
件
、
不
得
於
係
官
課
程
税
石
科
差
内
支
破
。

と
み
え
る
。
す
な
わ
ち
使
臣
に
支
給
す
る
首
思
は
正
規
の
租
税
か
ら
は
支
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
剣
る
。
太
宗
四
、
五
年
噴
、
北
方
に
使
い

し
た
南
宋
の
彰
大
雅
は

『
黒
韓
事
略
』
に
、
城
市
に
住
む
漢
民
に
賦
課
さ
れ
る
差
設
の
一
つ
と
し
て
「
牛
羊
紙
」
を
象
げ
、
そ
の
割
註
に
、

調
借
遁
回
回
銀
、
買
給
往
来
使
臣
食
遁
之
教
。

と
記
し
て
い
る
。
ま
た
彰
大
雅
の
二
、
三
年
後
に
北
方
に
赴
い
た
徐
建
は
漢
地
の
差
護
に
つ
い
て
、

至
若
漢
地
差
襲
、
毎
戸
毎
丁
以
銀
折
紙
綿
之
外
、
毎
使
臣
経
従
、
調
遣
軍
馬
、
糧
食
器
械
及
一
切
公
上
之
用
、
又
逐
時
計
其
合
用
之
教
、

45 
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科
卒
民
戸
。

と
『
黒
縫
事
略
』
に
書
き
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
結
赤
に
お
い
て
使
臣
の
飲
食
に
要
す
る
費
用
は
一
部
は
「
牛
羊
称
」
と
し
て
都
市
の
住
民

に
課
さ
れ
る
が
、
な
お
不
定
期
に
通
常
の
差
護
以
外
に

一
般
人
戸
に
賦
課
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
牛
羊
紙
」
は
太
宗
八
年
の
新
税
法
の
施

@
 

行
に
よ
り
科
差
に
包
括
さ
れ
る
が
、
し
か
し
な
お
そ
れ
以
後
も
依
然
と
し
て
不
定
期
に
一
般
人
戸
へ
の
賦
課
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
特
定
の
寺
観

⑮
 

に
射
し
て
差
役
、
鋪
馬
、
話
雁
銭
等
の
賦
課
を
禁
じ
た
幾
つ
か
の
白
話
碑
、
更
に
は
『
経
世
大
典
』
姑
赤
(
各
一
九
四
二
ハ
)
に
み
え
る
次
の
記

事
な
ど
か
ら
み
て
明
ら
か
で
あ
る
。

甲
辰
年
三
月
、
朝
命
節
該
、
接
東
卒
府
路
首
門
戸
総
管
軍
民
長
官
巌
忠
済
奏
、
随
城
郭
居
住
別
投
下
開
鋪
営
運
之
家
、
不
肯
協
済
本
路
拡
臆
。

准
奏
、
仰
照
依
元
降
大
札
撒
、
協
済
抵
腰
。
如
達
、
治
罪
。

甲
辰
年
(
一
二
四
四
年
〉
と
言
え
ば
、
太
宗
オ
ゴ
タ
イ
・
ハ

l
ン
死
後
の
皇
后
ト
ラ
キ
ナ
の
監
園
時
代
で
あ
る
が
、
漢
人
世
侯
の
一
人
と
し
て
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東
卒
府
を
中
心
に
大
き
な
勢
力
を
築
い
た
巌
買
の
後
を
継
い
た
殿
忠
済
は
、
城
市
に
居
住
し
て
商
業
を
営
む
投
下
戸
が
東
卒
府
路
の
抵
鷹
銭
の

協
演
に
謄
じ
な
い
貫
情
を
上
奏
し
、
そ
の
禁
止
の
許
可
を
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
使
臣
の
抵
躍
に
要
す
る
費
用
は
各
路
に
お
い
て
康
く
一
般
人

戸
に
賦
課
さ
れ
て
お
り
、
投
下
戸
と
難
ど
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
に
も
「
協
商
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
し
で
も
、
姑
戸
が
首
思

を
一
切
負
強
し
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
何
が
し
か
の
負
措
は
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
各
路
に
お
い
て
慶
く
一
般

人
戸
か
ら
砥
薩
銭
を
徴
牧
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
そ
の
全
部
を
負
捨
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

『
経
世
大
典
』
砧
赤
(
倉
一
九
四
二
ハ
)
に
み
え
る
太
宗
四
年
六
月
の
聖
旨
に

(
中
略
〉
援
三
結
合
用
馬
匹
、
仰
照
依
本
路
見
在
戸
計
、

一
例
科
着
、
無
得
分
喜
連
鎖
。

と
あ
る
。
西
京
・
下
水

・
弘
州
に
お
け
る
馬
砧
設
置
の
際
に
は
、
嘗
該
の
路
に
お
い
て
康
く
一
般
人
戸
に
科
涙
さ
れ
て
い
る
。
白
話
碑
に
抵
雁

鋪
馬
も
必
ず
し
も
馬
姑
戸
の
負
措
と
は
限
ら
な
い
。

西
京
・
下
水
・
弘
州
三
慮
、
置
立
馬
砧
。

銭
と
と
も
に
鋪
馬
が
列
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
こ
う
し
た
例
が
多
か
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
こ
で
も
馬
姑
戸

に
は
一
切
鋪
馬
の
供
出
は
課
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
み
な
し
え
な
い
。
後
に
み
る
よ
う
に
世
組
フ
ビ
ラ
イ
の
中
統
五
年
八
月
に
は
結
戸
に
封
す
る



新
し
い
政
策
が
採
ら
れ
る
が
、
前
に
み
た
如
く
、
そ
れ
に
先
立
つ
中
統
四
年
五
月
に
お
い
て
、
上
都
路
雲
州
等
の
慮
に
お
け
る
馬
姑
及
び
車
姑

の
設
置
に
あ
た
り
、
馬
拍
戸
は
そ
れ
ぞ
れ
馬
牛
一
、
二
頭
を
供
出
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
中
統
建
元
(
一
一
一
六
O
年
)
か
ら

そ
れ
ま
で
特
に
結
戸
に
射
す
る
政
策
饗
更
は
み
ら
れ
な
い
か
ら
、
そ
れ
は
世
組
朝
以
前
に
も
存
し
た
で
あ
ろ
う
。

モ
ン
ゴ
ル
帝
園
の
漠
北
時
代
に
あ

っ
て
は
、

右
に
み
た
よ
う
に
、

姑
赤
で
要
す
る
鋪
馬
、

首
思
は
必
ず
し
も
全
て
馬
姑
戸
の
負
播
で
は
な

く
、
む
し
ろ
嘗
該
の
路
に
お
い
て
管
下
の
一
般
人
戸
に
賦
謀
、
科
波
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
が
原
則
的
に
馬
拍
戸
の
負
措
と
な
っ
た

の
は
、
姑
戸
が
私
有
す
る
四
噴
ま
で
の
土
地
に
射
す
る
地
税
が
兎
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
中
統
五
年
八
月
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

典
』
姑
赤
(
倉
一
九
四
二
ハ
〉
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

『
経
世
大

〈
中
統
五
年
)
八
月
九
日
、
中
書
丞
相
線
員
等
奏
、
姑
戸
貧
富
不
等
、

@
 

税
、
令
全
納
地
税
。
上
〔
従
〕
之
。

毎
戸
可
限
四
頃
、
除
菟
税
石
、
以
供
鋪
馬
・
抵
臆
用
度
、

己
上
地

同
様
の
記
事
は
『
元
史
』
世
租
本
紀
(
各
五
)
及
び
兵
志
(
各
一
O
一
〉
に
も
あ
る
。
中
統
五
年
以
前
に
お
い
て
は
砧
戸
は
箪
戸
と
と
も
に
紙

料
と
包
銀
の
科
差
は
菟
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
地
税
な
い
し
は
丁
税
の
税
糧
は
菟
除
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
中
統
五
年
正
月
に
は

⑮
 

か
つ
遠
倉
が
克
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
統
建
元
以
来
、
相
繕
い
だ
ア
リ
ブ
カ
と
の
抗
争
や
李
壇

- 47-

箪
柏
戸
に
劃
し
て
地
税
が
減
宇
さ
れ
、

の
反
飢
に
よ
る
軍
姑
戸
の
役
の
過
重
に
射
す
る
救
済
的
措
置
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
績
い
て
先
に
み
た
如
く
、
同
年
八
月
に
は
姑
戸
が
私
有
す

る
四
頃
ま
で
の
土
地
に
劃
す
る
地
税
が
兎
除
さ
れ
、
替
り
に
は
っ
き
り
と
鋪
馬
、
抵
鷹
(
首
思
〉

の
供
給
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
地
税
は
一
畝
あ
た
り
白
地
(
陸
田
〉
で
三
升
、
水
地
(
水
田
〉
で
五
升
で
あ
る
か
ら
、
四
頃
と
言
え
ば
、
十
二
石
か
ら
二
十
石
の
税
糧
が
兎

@
 

除
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
義
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
。
特
に
四
頃
以
下
の
土
地
し
か
も
た
な
い
姑
戸
に
と
っ
て
は
、
科
差
の
菟
除

と
併
せ
て
、
租
税
が
全
菟
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
比
較
的
富
裕
で
な
い
砧
戸
屠
救
済
の
意
味
も
も
ち
え
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
新
し
い
施

策
は
結
局
、
そ
の
意
固
と
は
逆
に
、
使
臣
、
官
物
等
の
往
来
の
閑
劇
に
よ
る
砧
戸
の
経
済
的
負
捨
の
格
差
を
増
大
さ
せ
、
概
し
て
姑
戸
の
疲
弊
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を
招
い
た
よ
う
で
あ
る
。
胡
極
通
が
八
民
間
疾
苦
獄
〉

(
『
紫
山
集
』
省
二
三
)
で
、
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結
戸
既
嘗
馬
匹
、
又
嘗
抵
麿
酒
食
、
委
質
重
併
困
弊
。

と
述
べ
て
い
る
の
は
ほ
ん
の
そ
の
一
例
に
遁
ぎ
な
い
。
簡
潔
な
表
現
の
中
に
も
事
態
の
深
刻
さ
が
窺
え
よ
う
。
こ
う
し
た
事
態
を
前
に
何
ら
か

@
 

の
針
策
が
立
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
元
典
章
』
兵
部
(
室
二
六
)
に
あ
る
至
元
八
年
の
〈
立
結
赤
傑
董
〉
の
一
歎
に
み
え
る
次
の
省
劉
は
そ

の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

元
奉
省
札
、
砧
戸
依
験
使
臣
分
例
上
、
鷹
付
嘗
日
首
思
。
若
使
臣
有
勾
蛍
住
町
、
官
司
庭
付
者
。

す
な
わ
ち
拍
戸
の
首
思
負
捨
を
使
臣
到
姑
日
だ
け
に
限
定
し
、
所
用
で
長
く
滞
在
す
る
場
合
は
官
給
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
後
、
至
元
中
期
ま
で
首
思
の
砧
戸
負
措
を
原
則
と
し
な
が
ら
も
、
或
い
は
臨
時
的
に
或
い
は
地
域
的
に
抵
庭
銭
が
官
給
さ
れ
る
事
例
が
み
ら

れ
旬
。
し
か
し
そ
れ
で
は
砧
戸
の
全
般
的
な
貧
窮
化
を
阻
止
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
至
元
十
五
年
二
月
に
は
各
路
の
拍
赤
に
劃
し
て
使

臣
の
抵
慮
に
供
す
る
羊
が
官
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『
経
世
大
典
』
砧
赤
(
倉
一

九
四
一
七
)
の
同
月
の
僚
に
、

と
み
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
羊
が
官
納
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
地
域
に
よ
っ
て
は
官
銭
を
支
給
す
る
形
が
採
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
至
元
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中
書
省
定
擬
、
随
路
姑
赤
、
官
筋
腫
付
砥
待
羊
口
、
皮
毛
納
官
、
頭
蹄
枇
臓
等
、
折
計
斤
雨
、
準
肉
支
用
。
迭
兵
部
依
上
施
行
。

十
八
年
間
八
月
に
は
政
策
の
嬰
更
が
み
ら
れ
る
。

『
経
世
大
典
』
砧
赤
(
容
一
九
四
一
七
)
の
同
月
の
篠
に
、

除
上
都
検
林
迩
北
拍
赤
外
、
援
随
路
道
元
擁
官
鏡
、

不
須
支
付
、
験
其
閑
劇
、
量
増
砧
戸
、
協
力
自
備
首
思
嘗
姑
。

と
あ
る
。
上
都
路
の
検
林
騨
以
北
の
達
々
砧
赤
を
除
き
、
官
銭
は
支
給
せ
ず
、
従
来
通
り
、
柏
戸
に
使
臣
の
抵
躍
に
供
す
る
首
思
を
備
え
さ
せ

る
こ
と
と
し
、
た
だ
使
臣
・
官
物
等
の
往
来
が
劇
し
い
枯
赤
に
は
柏
戸
を
増
愈
し
て
負
携
の
軽
減
を
園
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
場
合
、
常
に
理
由
と
し
て
翠
げ
ら
れ
る
の
は
、
官
銭
の
支
給
は
官
吏
に
よ
る
侵
盗
を
招
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
裏
に
は
元
朝
の

財
政
事
情
が
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
以
後
の
数
年
間
、
元
朝
の
方
針
は
抵
鷹
銭
の
官
給
と
描
戸
の
首
思
自
備
の
間
に
あ
っ
て

大
き
く
揺
れ
る
。

い
さ
さ
か
煩
演
で
あ
る
が
、
時
を
逐
っ
て
そ
の
経
緯
を
み
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず

『経
世
大
典
』
拍
赤
(
谷
一
九
四
一
八
〉
に

み
え
る
至
元
二
十
年
七
月
の
中
書
省
割
付
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。



通
政
院
議
、
各
路
地
赤
戸
計
、
自
備
首
思
、
菟
其
和
買
和
顧
雑
泥
夫
役
、
有
無
便
盆
事
。
本
院
行
媛
大
都
路
良
郷
等
騨
申
、
柏
戸
自
改
法

鷹
嘗
雑
役
、
官
降
首
思
以
来
、
困
乏
尤
甚
。
蓋
有
司
復
令
拍
官
開
銀
抵
待
、
不
能
麿
卒
、
往
往
慣
貸
於
民
、
使
姑
赤
重
負
通
息
。
煩
素
官

腐
、
理
祈
賞
繁
。
如
勝
和
顧
和
買
瞳
折
草
車
牛
丁
匠
社
長
主
首
行
例
等
奏
兎
、
侃
令
拍
戸
自
備
騨
使
下
馬
目
首
思
、
似
魚
便
盆
。

大
都
路
の
良
郷
騨
等
の
申
に
「
姑
戸
は
法
を
改
め
雑
役
に
鷹
嘗
し
、
官
よ
り
首
思
を
降
し
て
よ
り
以
来
、
困
乏
尤
も
甚
し
」
と
み
え
れ
ば
、

は
っ
き
り
し
た
年
月
は
知
ら
れ
な
い
が
、
至
元
十
八
年
間
八
月
以
後
、
二
十
年
七
月
ま
で
の
聞
に
、
姑
戸
の
和
雇
和
買
雑
泥
差
役
へ
の
臆
嘗
と
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引
き
換
え
に
幅
庫
銀
の
全
面
的
官
給
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
こ
の
場
合
、
官
給
が
完
全
に
行
な
わ
れ
れ
ば
問

題
は
な
い
が
、
鹿
々
に
し
て
官
銭
が
不
足
す
る
と
、
結
局
、
結
戸
に
そ
の
負
措
が
か
か
っ
て
く
る
の
が
貧
情
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
き
し
て
柏
戸

の
負
措
軽
減
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
種
々
の
和
雇
和
買
雑
詑
差
役
が
民
戸
と
同
様
に
課
さ
れ
る
だ
け
負
措
増
と
な
る
。
こ
の
時
は
良

郷
騨
等
の
上
申
が
認
め
ら
れ
、
姑
戸
の
雑
役
等
は
兎
除
し
、
使
臣
到
姑
日
の
首
思
は
姑
戸
が
負
携
す
る
と
い
う
奮
制
に
復
す
る
こ
と
に
な
る
。

世
租
フ
ビ
ラ
イ
の
信
任
を
背
景
に
元
朝
の
財
政
全
般
を
動
か
し
た
宜
世
柴
の
登
場
と
と
も
に
再
び
官
給
に
轄
ず
る
。

『
元
史
』
姦
臣
俸
(
省
二

O
五
)
に
は
至
元
二
十
一
年
十
二
月
に
彼
の
上
言
を
納
れ
て
渡
せ
ら
れ
た
フ
ビ
ラ
イ
の
詔
と
し
て
、
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し
か
し
こ
れ
も
一
時
、

軍
園
事
務
往
来
、
全
資
拍
騨
、
馬
債
近
場
、
又
令
各
戸
供
使
臣
飲
食
、
以
致
疲
弊
。
今
後
除
騨
馬
外
、
其
除
官
潟
支
給
。

と
あ
る
。
宜
世
築
の
人
気
と
り
政
策
の
一
つ
で
も
あ
る
が
、
と
も
か
く
こ
こ
に
お
い
て
再
び
全
面
的
官
給
に
饗
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

貫
際
の
施
行
は
至
元
二
十
二
年
度
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
劃
し
て
大
都
、
上
都
雨
路
の
姑
戸
か
ら
翌
年
、
再
び
蓄
制
に
戻
す
よ
う
に
と
の
要

望
が
出
さ
れ
る
。
『
経
世
大
典
』
拍
赤
(
谷
一
九
四
一
八
〉
に
み
え
る
至
元
二
十
三
年
七
月
の
通
政
院
の
上
奏
に
、

大
都
・
上
都
南
路
嘗
枯
者
告
言
、
在
先
和
顧
和
買
、
不
料
(
科
)
拍
戸
、
止
令
自
備
飲
繕
、
抵
待
使
臣
。
去
年
、
改
定
官
給
抵
慮
、
令
姑

戸
例
嘗
和
顧
和
買
之
役
、
有
司
又
復
欺
陪
官
鏡
、
全
不
支
典
、
是
以
困
乏
。
請
従
先
例
、
拍
戸
出
備
抵
鹿
、
輿
菟
和
顧
和
買
及
其
品
開
差
役
。

庶
得
官
民
雨
使
。

と
あ
る
。
こ
の
要
望
が
容
れ
ら
れ
、
使
臣
、
官
物
等
の
往
来
が
特
に
劇
し
い
大
都
・
上
都
聞
の
姑
赤
に
所
属
す
る
拍
戸
に
限
り
、
奮
制
通
り
、

49 
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使
臣
到
砧
日
の
首
思
を
負
捨
し
、
替
り
に
和
雇
和
買
雑
吃
差
役
が
兎
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
以
外
の
地
域
の
砧
戸
は
拡
腹
官
銭
は
支

給
さ
れ
る
が
、
和
雇
和
買
雑
芝
差
役
に
民
戸
と
同
様
に
嘗
て
ら
れ
る
。
こ
れ
が
以
後
、
お
お
む
ね
元
代
を
通
じ
て
の
定
制
と
な
る
。

右
に
み
た
よ
う
に
中
統
五
年
以
降
、
馬
砧
戸
の
経
済
的
負
措
の
中
心
を
な
し
て
き
た
鋪
馬
、
首
思
の
う
ち
、
首
思
は
一
部
の
地
域
を
除
き
基

本
的
に
官
給
に
移
行
し
た
。
し
か
し
特
に
使
臣
、
官
物
等
の
往
来
が
劇
し
い
大
都
、
上
都
聞
の
砧
赤
に
所
属
す
る
姑
戸
だ
け
に
使
臣
到
姑
日
の

首
思
を
自
備
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
が
例
外
的
恩
恵
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
官
給
さ
れ
る
稲
庭
銭
は
常
に
不
足

が
ち
で
あ
り
、
剰
え
姑
官
等
に
よ
る
侵
盗
を
蒙
む
り
、
結
局
は
姑
戸
な
い
し
は
姑
赤
近
迭
の
人
民
に
そ
の
負
措
が
轄
化
さ
れ
る
の
が
貫
情
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
或
い
は
『
経
世
大
典
』
拍
赤
(
倉
一
九
四
二

O
〉
に
み
え
る
大
徳
八
年
正
月
の
監
察
御
史
の
上
言
に
、

各
薩
砧
赤
合
用
紙
麿
官
鏡
、
多
不
依
時
援
降
、
又
或
数
少
不
給
、
途
令
姑
戸
輸
嘗
庫
子
、
陪
備
臆
掛
。

に
あ
る
如
く
、
砧
戸
を
順
番
に
祇
膳
庫
の
庫
子
に
嘗
て
不
足
分
を
負
指
さ
せ
る
と
い
う
形
を
と
り
、
或
い
は
同
(
倉
一
九
四
一
九
)
至
元
二
十
八

年
三
月
の
向
書
省
の
擬
に
み
え
る
詔
書
に
、

在
前
官
司
給
降
銭
数
不
足
、
其
間
官
吏
又
有
魁
除
、
致
令
社
長
大
戸
輪
番
抵
待
、
百
姓
深
以
矯
苦
。
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と
あ
る
如
く
、
拍
赤
附
近
の
祉
長
等
に
負
措
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
抵
鷹
官
銭
の
不
足
を
補
う
た
め
の
民
間
よ
り
の
借
入
が
員
定
路
で

@
 

は
至
元
二
十
七
年
に
「
銭
六
千
四
百
七
十
八
錠
・
穀
四
高
三
千
五
百
三
十
五
石
」
と
い
う

E
額
に
達
し
て
い
る
事
例
も
存
す
る
。

馬
砧
戸
の
経
済
的
負
措
の
内
で
い
ま

一
つ
の
大
き
な
柱
を
な
す
鋪
馬
は
、
既
に
こ
れ
ま
で
引
用
し
た
記
事
に
み
え
た
よ
う
に
、
元
代
を
通
じ

て
原
則
的
に
拍
戸
の
負
措
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
鋪
馬
に
附
随
し
て
馬
匹
の
草
料
、
鞍
轡
等
も
通
常
は
馬
姑
戸
の
負
携
で
あ
り
、
馬
姑
戸
の

経
済
的
負
措
は
極
め
て
重
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
冗
長
を
避
け
、
蒲
道
源
の
『
間
居
叢
稿
』
巻

一
六
〈
前
儒
林
郎
西
郷

宣
差
燕
立
帖
木
見
遺
愛
碕
〉
に
み
え
る
次
の
記
事
を
掲
げ
る
に
止
め
る
。

騨
馬
困
民
尤
甚
。
〈
中
略
)
間
有
豪
民
或
他
慮
来
者
、

蘇。

乗
民
之
念
、

買
馬
債
至
魚
貫
者
千
五
百
、

下
亦
不
滅
千
二
百
除
、
戸
以
債
匪
不
復
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燕
立
帖
木
見
が
快
西
の
西
郷
町
肺
に
着
任
し
た
英
宗
至
治
年
間
頃
の
公
定
馬
債
は
六
錠
H
三
百
貫
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
比
べ
る
と
こ
こ
に
み

る
も
の
は
そ
の
四
、
五
倍
に
も
達
す
る
。

水
姑
戸
の
場
合
、
そ
の
貼
い
く
ら
か
負
携
は
軽
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

水
姑
〉
に
み
え
る
至
元
三
十
年
十
月
の
通
政
院
の
星
中
に
、

『
永
楽
大
典
』
倉

一
九
四
二
三
に
引
く
『
六
僚
政
類
』
の

〈
遁
恵
河

所
接
合
該
船
隻
・
捧
船
頭
疋
、
卸
係
瓶
立
砧
赤
、
擬
合
官
篤
臆
付
、
内
車
戸
就
用
元
有
腫
畜
捧
船
外
、
擦
新
添
戸
計
合
該
船
隻
弁
捧
船
脇

畜
、
初
年
官
魚
令
行
鹿
付
、
己
後
船
隻
損
壊
、
腫
畜
倒
死
、
姑
戸
自
行
置
買
相
陸
。

と
あ
る
よ
う
に
、
結
船
は
な
お
水
姑
戸
の
負
措
を
原
則
と
は
し
な
が
ら
も
、
寅
際
に
は
多
く
の
場
合
、
官
給
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
で
も
姑
船
の
修
理
や
捧
船
用
の
臨
畜
の
補
買
は
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

後
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
か
つ
て
拍
戸
の
経
済
的
負
捨
の
中
心
を
な
し
た
使
臣
の
抵
臆
に
供
す
る
首
思
は
世
租
フ
ビ
ラ
イ
の
至
元
後
期
以

一
部
の
地
域
の
姑
戸
を
除
き
、
基
本
的
に
官
給
に
移
行
し
た
が
、
な
お
様
々
な
形
で
の
貫
質
的
負
措
は
残
っ
た
し
、
更
に
馬
姑
戸
に
お
け

る
鋪
馬
の
購
入
、
水
姑
戸
に
お
け
る
姑
船
の
修
理
等
、

て
、
元
朝
中
期
以
降
、
結
戸
の
貧
困
化
は
殊
に
甚
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
『
元
史
』
等
に
み
え
る
殆
ど
無
数
と
言
っ
て
も
よ
い
消
乏
姑

戸
へ
の
賑
救
の
記
事
が
示
し
て
い
る
。
そ
れ
が
元
末
に
近
く
な
る
と
反

っ
て
減
少
し
て
く
る
。
し
か
し
そ
れ
は
姑
戸
の
貧
困
化
が
止
ん
だ
の
で

は
な
く
、
そ
れ
が
放
置
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。

姑
戸
の
経
済
的
負
携
は
重
く

身
役
の
代
替
と
し
て
出
す
雇
役
銭
の
負
措
と
相
侠
っ
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四

正
砧
戸
・
貼
姑
戸
制

複
数
戸
が
共
同
し
て
姑
役
に
臆
嘗
す
る
場
合
、
一
一
は
正
姑
戸
と
な
り
身
役
に
腹
嘗
し
、
他
は
貼
砧
戸
と
な
っ
て
、
正
砧
戸
に
か
か
る
鋪
馬
、

首
思
等
の
拍
赤
に
お
い
て
入
用
の
物
資
を
分
捨
支
耕
す
る
。
こ
の
制
度
を
漢
軍
戸
に
お
け
る
正
軍
戸
・
貼
軍
戸
制
と
同
様
、
正
措
戸
・
貼
砧
戸

制
と
稿
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
正
砧
戸
は
身
役
だ
け
に
嘗
り
、
貼
姑
戸
が
種
々
の
経
済
的
負
捨
を
す
る

51 
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と
い
う
単
純
な
役
割
分
措
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
貼
姑
戸
は
そ
の
名
の
通
り
、
あ
く
ま
で
も
正
姑
戸
に
か
か
る
鋪
馬
、
首
思
等
の
経
済
的
負

措
を
津
貼
(
補
添
)
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
正
結
戸
で
も
身
役
の
ほ
か
に
い
く
ら
か
の
経
済
的
負
措
も
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ

と
は
逆
に
、
水
姑
で
は
姑
船
一
隻
の
運
航
に
は
敷
名
の
人
丁
を
必
要
と
す
る
た
め
、
姑
船
一
隻
に
つ
き
正
姑
戸
一
戸
し
か
置
い
て
い
な
い
地
域

で
は
貼
姑
戸
か
ら
も
水
姑
失
を
出
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
正
姑
戸
・
貼
姑
戸
制
の
襲
形
し
た
も
の
と
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。

と
こ
ろ
で
正
軍
戸
・
貼
軍
戸
制
に
あ
っ
て
は
正
軍
戸
か
ら
軍
役
に
出
る
べ
き
正
軍
は
ま
た
軍
頭
と
稽
さ
れ
た
よ
う
に
、
馬
姑
正
戸
か
ら
身
役

に

出

る

男

了

は

馬

頭

と

稽

さ

れ

、

『

元

典

章

』

兵

部

(

童

三

ハ

〉

各
鋪
馬
は
そ
れ
ぞ
れ
馬
頭
の
名
儀
と
さ
れ
て
い
た
。

〈
走
死
鋪
馬
交
陪
〉
の

僚
に
、

ハ
前
略
〉
有
冗
刺
赤
騎
坐
馬
頭
史
懐
名
下
赤
輔
馬
、
於
嘗
夜
三
更
時
分
倒
死
了
賞
。

と
あ
る
の
が
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
み
え
る
冗
刺
赤
は
嘗
然
、
雇
傭
さ
れ
た
者
に
相
違
な
い
。
ま
た
同
〈
設
立
水
皐
姑
〉
の
僚
に
は
‘

如
是
不
敷
、
於
相
麿
苗
米
五
石
之
下
回
石
之
上
戸
、
簸
補
船
戸
、
照
依
見
役
姑
船
例
、
船
首
船
戸
、
湊
合
商
米
、
四
十
石
補
差
、
寝
付
各

結
、
通
行
管
領
-

@
 

と
あ
る
が
、
こ
こ
に
み
え
る
「
船
首
」
も
同
様
の
者
で
あ
ろ
う
。
た
だ
姑
船
は
官
給
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ
が
全
て
各
船
首
の

名
儀
に
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
剣
ら
な
い
が
、
船
首
が
貼
姑
戸
を
も
含
む
全
睦
の
代
表
者
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
正
姑
戸
・
貼
姑
戸
制
に
お
い
て
は
そ
れ
が
ど
れ
く
ら
い
の
数
の
姑
戸
で
構
成
さ
れ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
馬
姑
戸

『
経
世
大
典
』
結
赤
〈
倉
一
九
四
一
九
〉
に
み
え
る
至
元
二
十
八
年
九
月
の
也
先
鎮
木
児
の
上
言
に
、

に
つ
い
て
み
る
と
、

黄
河
東
南
姑
赤
、
四
五
戸
共
備
一
馬
、
黄
河
西
北
安
西
府
等
慮
、
毎
一
戸
養
馬
四
五
匹
。

と
あ
り
、
ま
た
先
に
引
用
し
た
至
元
二
十
九
年
五
月
の
刺
員
、
不
忽
木
の
上
奏
に
も
、

黄
河
渇
南
拍
赤
、
i

三
四
戸
養
馬
一
匹
、
市
京
兆
之
地
、

一
戸
養
馬
三
四
匹
。
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ほ
ぼ
同
様
の
事
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
河
南
地
方
で
は
三
戸
か
ら
五
戸
で
鋪
馬
一
匹
に
首
っ
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
正
姑

戸
一
戸
に
劃
し
て
二
戸
か
ら
四
戸
の
貼
姑
戸
が
付
属
し
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
漢
軍
戸
に
お
け
る
正
軍
戸
・
貼
軍

@
 

戸
制
の
場
合
、
正
軍
戸

一
戸
に
劃
し
て
二
、
三
の
貼
軍
戸
が
付
属
し
て
い
た
が
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同

一
で
あ
る
。
し
か
し
同
じ
馬
姑
戸
で
も
江
南

と
み
え
、

で
は
か
な
り
様
相
が
異
な
る
。

『
経
世
大
典
』
砧
赤
(
轡
一
九
四
一
八
)
に
み
え
る
至
元
二
十
五
年
二
月
の
畏
吾
見
撒
里
の
上
言
に
、

以
根
七
十
石
出
馬
一
疋
鶏
則
、
或
十
石
之
下
、
八
九
戸
共
之
、
或
二
三
十
石
之
上
、
両
三
戸
共
之
。
惟
求
税
石
僅
足
首
姑
之
数
、
不
致
多

除。

と
あ
り
、
こ
れ
が
容
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
依
る
限
り
、
税
苗
額
の
合
計
が
七
十
石
に
な
る
こ
と
が
基
準
で
、
そ
の
戸
数
に
お
い
て
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
現
買
の
馬
姑
戸
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
例
え
ば
新
江
嘉
輿
路
の
地
志
で
あ
る
『
至
元
嘉
禾
志
』
巻
七

官
騨
に
は
、嘉

禾
騨
馬
五
十
疋
、
馬
戸
四
百
四
十
八
戸
、
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計
馬
九
十
疋
、
馬
戸
八
百
三
十
戸
、

録
事
司
馬
二
疋
、
馬
戸
一
千
〈
十
)
九
戸
、

松
江
府
馬
三
十
二
疋
、
馬
戸
二
百
八
十
戸
、

嘉
輿
鯨
馬
一
十
六
疋
、
馬
戸
一
百
四
十
九
戸
、

崇
徳
賑
(
騨
〉
馬
四
十
疋
、
馬
戸
三
百
八
十
二
戸
、

嘉
輿
鯨
馬
四
疋
、
馬
戸
四
十
戸
、

海
盟
鯨
馬
二
十
四
疋
、
馬
戸
二
百
二
十
八
戸

崇
徳
勝
馬

一
十
二
疋
馬
戸

一
百
一
十
四
戸
、

53 

と
あ
る
。
こ
れ
に
は
誤
字
も
あ
り
、

多
少
ま
ぎ
ら
わ
し
い
が
、

最
初
の
数
字
は
嘉
禾
騨
と
崇
徳
騨
に
属
す
る
鋪
馬
数
、

馬
戸
数
の
合
計
で
あ
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り
、
嘉
禾
騨
の
後
の
録
事
司
以
下
の
三
行
、
崇
徳
田
辞
の
後
の
嘉
輿
豚
以
下
の
三
行
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
内
諜
で
あ
る
。
こ
れ
で
み
る
と
卒
均
八
戸

@
 

か
ら
十
戸
で
鋪
馬
一
匹
に
嘗
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
四
川
で
は
極
端
な
場
合
、
三
十
戸
で
鋪
馬
一
匹
に
嘗
っ
て
い
る
例
も
存
す
る
が
、

的
に
は
十
戸
内
外
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
華
北
に
比
較
す
れ
ば
多
い
が
、
こ
れ
は
江
南
は
馬
匹
の
産
出
に
遁
さ
ず
、

般

一
般
に

華
北
に
比
べ
、
馬
匹
の
債
格
が
貴
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
水
砧
戸
に
つ
い
て
み
る
と
、
姑
船
一
隻
嘗
り
の
正
姑
戸
、

貼
姑
戸
の
数
は
砧
船
の
大
小
に
よ
っ
て
異
な
る
。

『
経
世
大
典
』
拍
赤
(
容

一
九
四
一
八
)
に
み
え
る
至
元
二
十
六
年
七
月
の
都
漕
運
副
使
馬
之
員
の
星
中
に
、
臨
清
等
の
慮
の
水
砧
に
お
け
る
培
船
に
閲
し
て
次
の
よ
う
に

み
え
る
。毎

躍
増
三
十
料
船
二
般
、

該

一
十
戸
。
五
十
料
船
五
十
般
、

毎
般
該
七
戸
、
計
三
百
五
十
戸
。

五
十
料
船
で
は
一
隻
嘗
り
七
戸
、
三
十
料
船
で
は
五
戸
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
や
は
り
『
経
世
大
典
』
結
赤
(
倉一

九
四

一
九
)
に
み
え
る
至
元

大
名
路
元
設
船
一
十
五
般
、
今
増
五
十
料
船
一
十
五
般
、
援
砧
戸
一
百
五
戸
。
彰
徳
路
元
置
船
一
十
般
、
量
増
七
十
料
船
一
十
般
、
用
戸

- 54ー

二
十
九
年
正
月
の
大
名
路
等
に
お
け
る
姑
船
増
置
の
際
に
も
、

一
百
戸
。
五
十
料
船
一
十
般
、
用
戸
七
十
戸
。
衛
輝
路
元
設
船
一
十
般
、
本
騨
係
御
河
上
源
洩
窄
、
擬
増
三
十
料
船
一
十
綬
、
用
戸
五
十

戸
。
又
五
十
料
船
一
十
般
用
戸
七
十
戸
。

と
あ
り
、

五
十
料
船
、
三
十
料
船
は
同
じ
く
一
隻
嘗
り
そ
れ
ぞ
れ
七
戸
、
五
戸
と
さ
れ
て
お
り
、
大
型
の
七
十
料
船
は
一
隻
嘗
り
十
戸
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
る
。
更
に
『
永
集
大
典
』
巻
一
九
四
二
三
に
引
く
『
六
僚
政
類
』
の
〈
通
恵
河
水
砧
〉
に
は
、

通
州
水
皐
姑
、
見
設
二
十
料
小
船
一
十
隻
、
毎
隻
四
戸
、
計
四
十
戸
、
内
在
逃
四
戸
、
見
有
船
九
隻
、
供
遁
使
臣
。

と
み
え
、
小
型
の
二
十
料
船
は
一
隻
首
り
四
戸
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
華
北
の
事
例
で
あ
る
。
江
南
で
は
税
糧
額
が
姑
戸
の
余

擁
基
準
と
さ
れ
る
地
域
が
多
か
っ
た
。
従
っ
て
姑
船
の
大
小
だ
け
で
は
な
く
、
各
砧
戸
の
税
糧
額
に
よ
っ
て
も
戸
数
に
襲
化
が
み
ら
れ
る
は
ず

『
永
祭
大
典
』
巻
一
九
四
二
こ
か
ら
巻
一
九
四
二
三
に
か
け
て
引
用
さ
れ
て
い
る
『
経
世
大
典
』
姑
赤
門
の
末
尾
に
は
、
各
慮
の
結

で
あ
る
。



赤
名
、
所
属
の
鋪
馬
、
結
船
等
の
数
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
江
新
、
江
西
、
湖
贋
の
江
南
三
行
省
所
轄
の
水
砧
に
は
そ
の
正
姑
戸
、

貼
砧
戸
数
を
も
記
す
も
の
が
多
い
。
そ
れ
に
依
る
と
拍
船

一
隻
賞
り
の
姑
戸
数
は
十
戸
程
度
が
最
も
多
い
。
し
か
し
よ
り
詳
細
に
そ
の
内
容
を

み
る
と
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
差
異
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
例
え
ば
江
漸
行
省
の
杭
州
路
所
轄
の
水
拍
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

水
姑
六
慮
。
在
城
姑
、
船
三
十
隻
、
正
戸
三
十
戸
、
貼
戸
三
百
七
十
戸
。
在
城
遁
蓮
官
物
姑
、
船
二
百
二
十
隻
、
正
戸
二
百
二
十
戸
、
貼

戸
一
千
二
百
六
十
四
戸
。
漸
江
括
、
船
一
十
五
隻
、
正
戸
一
十
五
戸
、
貼
戸
一
百
三
十
五
戸
。
曾
江
培
、
船
二
十
隻
、
正
戸
二
十
戸
、
貼

戸
一
百
八
十
四
戸
。
赤
岸
泊
、
船
三
十
隻
、
正
戸
三
十
戸
、
貼
戸
四
百
草
七
戸
、
長
安
結
、
船
三
十
隻
、
正
戸
三
十
戸
、
貼
戸
三
百
三
十

一一戸。

正
戸
す
な
わ
ち
正
拍
戸
の
敷
は
各
水
拍
に
置
か
れ
て
い
る
姑
船
敷
と
全
て
一
致
す
る
。
各
拍
船
一
隻
に
正
姑
戸
一
戸
が
置
か
れ
た
こ
と
が
剣
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る
。
貼
戸
す
な
わ
ち
貼
姑
戸
の
数
は
正
拍
戸
数
の
五
倍
強
か
ら
十
三
倍
強
に

E
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
必
ず
し
も
整
数
に
な
ら
な
い
こ
と
は
拍
船

一
隻
嘗
り
の
戸
数
は
船
の
大
小
だ
け
で
は
な
く
、
税
糧
額
に
よ
っ
て
も
違
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
江
断
行
省
、
湖
蹟
行

省
の
全
水
姑
に
共
通
す
る
。
一
方
、
江
西
行
省
の
水
拍
に
は
明
ら
か
に
こ
れ
と
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
龍
輿
路
所
轄
の
水
姑
で
は
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

水
姑
六
慮
。
章
江
姑
、
船
二
十
隻
、
正
戸
一
百
六
十
戸
、
貼
戸
五
百
三
十
八
戸
。
樵
合
端
、
船
一
十
隻
、
正
戸
八
十
戸
、
貼
戸
一
百
七
十

戸
。
呉
城
姑
、
船
一
十
一
隻
、
正
戸
八
十
八
戸
、
貼
戸
二
百
七
十
二
戸
、
接
阪
柏
、
船
七
隻
、
正
戸
五
十
六
戸
、
貼
戸
一
百
九
十
七
戸
。

金
城
姑
、
船
九
隻
、
正
戸
七
十
二
戸
、
貼
戸
二
百
七
十
三
戸
。
市
以
姑
、
船
一
十
隻
、
正
戸
八
十
戸
、
貼
戸
二
百
八
十
二
戸
。

こ
こ
で
は
正
姑
戸
数
は
姑
船
敷
の
全
て
八
倍
で
あ
り
、
貼
拍
戸
数
は
そ
の
二
倍
強
か
ら
三
倍
強
で
あ
る
。
江
西
行
省
の
水
姑
の
う
ち
に
は
次
の

江
州
路
所
轄
の
水
姑
の
如
く
、
貼
姑
戸
数
が
正
結
戸
数
よ
り
少
な
い
場
合
す
ら
存
す
る
。
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水
姑
四
庭
、
九
江
結
、
船
二
十
隻
、
正
戸
一
百
六
十
戸
、
貼
戸
九
十
戸
。
淵
ロ
結
、
船
二
十
五
隻
、
正
戸
二
百
戸
、
貼
戸
一
百
七
十
戸
。
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彰
淳
結
、
船
二
十
隻
、
正
戸
一
百
六
十
戸
、
貼
戸
一
百
五
十
二
戸
。
城
子
結
、
船
一
十
五
隻
、
正
戸
一
百
二
十
戸
、
貼
戸
一
百
七
十
戸
。

正
姑
戸
数
は
龍
輿
路
所
轄
の
水
砧
と
同
じ
く
、
全
て
姑
船
数
の
八
倍
で
あ
る
が
、
貼
柏
戸
数
は
城
子
砧
を
除
き
、
正
砧
戸
数
よ
り
も
少
な

い
。
こ
れ
ら
の
事
質
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
く
正
砧
戸
、
貼
姑
戸
と
稀
し
て
も
、
そ
こ
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
は
ず

で
あ
る
。
結
局
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
以
外
に
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
江
西
行
省
の
多
く
の
水
砧
で
は
身
役
に
贋
嘗
す
る
義
務
を

有
す
る
戸
を
正
砧
戸
と
稽
し
、
貼
砧
戸
は
こ
れ
に
銭
物
を
津
鮎
す
る
者
で
あ
っ
た
の
に
封
し
て
、
江
湖
及
び
湖
底
風
行
省
の
水
拍
で
は
枯
船
の
名

儀
人
な
い
し
は
代
表
者
と
し
て
の
船
首
を
出
す
戸
を
正
砧
戸
と
稀
し
、
貼
柏
戸
と
難
も
こ
こ
で
は
経
済
的
負
捲
の
外
に
水
砧
夫
を
出
し
て
、
姑

船
の
運
航
等
に
従
事
す
る
義
務
を
有
す
る
者
で
あ
っ
た
と
。
明
ら
か
に
正
砧
戸
・
貼
砧
戸
制
の
愛
形
で
あ
る
。

も
と
も
と
正
姑
戸
・
貼
砧
戸
制
は
漢
軍
戸
の
例
に
倣
い
、
華
北
に
お
い
て
馬
姑
戸
の
余
援
に
嘗
っ
て
採
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
正

姑
戸
は
身
役
に
腰
骨
回
す
る
義
務
が
あ
り
、

ま
た
馬
頭
と
し
て
鏑
馬
の
名
儀
人
、
貼
姑
戸
を
含
む
全
鐙
の
代
表
者
と
も
な
る
者
で
、
貼
姑
戸
は
こ

れ
に
射
し
て
銭
物
を
津
貼
す
る
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
は
や
が
て
江
南
に
も
施
行
さ
れ
、
更
に
水
砧
戸
に
も
横
大
さ
れ
て
い
っ
た
が
、

し
台、
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し
水
枯
戸
に
は
そ
の
ま
ま
適
用
は
出
来
な
い
。
拍
船
の
運
航
に
は
数
名
の
人
丁
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
そ
の
適
用
の
仕

方
に
地
域
に
よ
っ
て
差
異
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
元
朝
で
は
そ
れ
を
強
い
て
統
一
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
要
は
姑
役
が
確
保
さ
れ
さ
え
す

れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
ど
の
王
朝
に
お
い
て
も
み
ら
れ
よ
う
が
、
元
朝
に
お
い
て
は
特
に
著
し
い
よ
う
で
あ
る
。

五

貼

戸

の

丁

産

既
に
第
一
節
に
お
い
て
み
た
如
く
、
結
戸
の
余
援
基
準
は
丁
数
と
回
畝
額
な
い
し
は
税
苗
額
に
置
か
れ
て
お
り
、
箪
濁
で
結
役
に
麿
嘗
す
る

場
合
は
無
論
、
正
砧
戸
・
貼
姑
戸
制
を
と
る
場
合
で
も
各
姑
戸
は
そ
れ
な
り
の
丁
産
を
有
し
て
い
た
と
み
ら
れ
た
が
、
現
賞
に
文
献
に
現
わ
れ

そ
の
田
畝
額
及
び
丁
口
数
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
『
元
典
章
』
戸
部
(
倉
一
九
)

る
い
く
つ
か
の
事
例
を
み
る
と
、

〈
砧
戸
買
詑

国
土
障
地
牧
税
〉
の
僚
に
み
え
る
江
西
行
省
の
洛
文
に
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撫
州
路
崇
仁
鯨
姑
戸
楊
汝
玉
、
原
叢
雲
山
姑
馬
貼
戸
、
入
結
回
六
頃
七
十
畝
七
分
九
輩
、
除
糧
四
十
五
石
二
斗
。

と
あ
る
。
入
結
田
と
は
姑
戸
が
余
擾
時
に
私
有
し
て
い
た
回
土
で
菟
税
の
封
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
江
西
行
省
撫
州
路
所
轄
の
雲
山
姑
に

所
属
す
る
馬
拍
貼
戸
楊
汝
玉
は
そ
れ
が
六
頃
七
十
畝
儀
で
、
菟
税
額
は
四
十
五
石
二
斗
に
も
達
す
る
。
六
頃
七
十
畝
徐
と
い
え
ば
江
南
で
も
か

な
り
の
地
主
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
こ
の
税
率
で
計
算
す
る
と
、
江
南
で
車
濁
で
姑
役
に
雁
賞
す
る
馬
姑
戸
は
十
頃
を
越
え
る
国
土
を
私
有
す
る

者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
『
経
世
大
典
』
姑
赤
(
省
一
九
四
二

O
)
に
み
え
る
至
大
四
年
五
月
の
山
東
東
西
道
粛
政
廉
訪
司
の
上
言
に
、

省
院
委
官
、
興
高
唐
州
劉
州
剣
、
至
夏
津
勝
、
補
余
臭
成
、
充
検
林
姑
戸
。
(
中
略
)
呉
成
謄
匿
人
丁
二
口
・
地
一
十
二
頃
三
十
畝
・
住

宅
・
牛
羊
資
産
。

と
あ
る
。
検
林
姑
戸
に
充
て
ら
れ
た
呉
成
の
団
地
は
隠
匿
し
た
も
の
だ
け
で
十
二
頃
三
十
畝
に
も
達
す
る
。
次
に
丁
口
数
に
つ
い
て
み
て
も
、

同
書
至
大
四
年
六
月
の
都
省
の
擬
に
、
検
林
姑
戸
に
充
て
ら
れ
た
山
東
高
唐
州
の
目
忠
と
失
八
見
禿
牛
姑
戸
に
充
て
ら
れ
た
華
秀
に
つ
い
て
次

呂
忠
籍
面
男
子
十
名
、
内
成
丁
七
名
、
不
成
丁
三
名
、
倶
是
親
ロ
。
牽
秀
戸
下
男
子
七
名
、
内
靖
二
名
、
不
成
丁
一
名
。
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の
よ
う
に
み
え
る
。

目
忠
戸
下
の
男
丁
は
親
丁
だ
け
で
七
名
で
あ
り
、
ま
た
華
秀
戸
下
の
男
丁
は
婿
二
名
を
含
め
六
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
み
れ
ば
、

王
俸
の

〈
上
世
租
皇
帝
論
政
治
書
〉

(『秋
澗
集
』
省
三
五
〉
に
、

其
軍
姑
戸
、
富
者
至
有
国
畝
連
肝
問
、

家
資
累
E
高
、
丁
劃
列
什
伍
。

と
み
え
る
の
も
あ
な
が
ち
誇
張
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
。
も
っ
と
も
右
の
い
く
つ
か
の
事
例
で
も
っ
て
姑
戸
の
丁
産
一
般
を
論
ず
る
こ
と
は
出

来
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
意
味
で
は
『
至
順
鎮
江
士
山
』
各
三
戸
口
及
び
巻
五
回
土
に
江
漸
行
省
銀
江
路
管
下
の
姑
戸
の
戸
数
と
田
土
額
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
の
は
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
戸
口
敏
は
文
宗
至
順
二
(
一
一
一
一
一
二
一
)
年
の
統
計
で
、

国
土
額
は
仁
宗
延
一筋
二
(
二
三
四
)
年
の
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経
理
教
で
あ
り
、
そ
の
間
十
数
年
の
聞
き
が
あ
る
が
、
大
勢
に
は
繁
化
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
馬
姑
、
水
姑
、
遁
運
姑
別
の
額
数
は
次
の
通
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り
で
あ
る
。
な
お
原
文
に
は
そ
の
司
牒
別
の
内
需
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、

煩
を
避
け
省
略
し
た
。
ま
た
こ
こ
に
み
え
る
回
主
額
は
砧
戸
が
愈
擁
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戸

姑土若戸 2，955 

ロ 41，819

2医 59

客戸 7 

水 姑 土 若 戸 761 

| 口 10，384

1 2匝

選 運 吉占 土者戸

口

~~ 1 

2 

31 

305 

数口

|馬

回 土 額

馬 主占| 田 4，463頃 69畝 H監 9竃

地 1，552頃 83畝 5分 8鐙 1主主

山 164頃 7畝 6分 2鐙 7主主

計 6， 180頃 60畝 2分 3盤 7主主

水

12 
4叩噴 32畝 1分 9麓 8主主

50頃 2畝 4麓 7奪

459頃 34畝 2分 H監 5主主

謡遁姑 lll| 地図計山

89頃 15畝 8鐙

39頃 27畝 7分 8麓

3頃 95畝 6分 3重量

132頃 38畝 4分 9麓

時
か
ら
私
有
し
て
お
り
兎
税
の
劃
象
と
な
る
い
わ
ゆ
る
入
砧
田
だ
け
で
あ
り
、
砧
戸
が
後

に
置
買
し
、
菟
税
を
受
け
な
い
団
地
は
含
ま
れ
て
い
な
レ
か
ら
、
貫
際
に
砧
戸
が
私
有
す

る
田
地
は
こ
れ
よ
り
多
く
て
も
少
な
い
こ
と
は
な
い
。

上
の
表
に
依
る
と
、
一

戸
嘗
り
の
卒
均
口
数
は
馬
姑
戸
で
十
四
ロ
録
、
水
姑
戸
で
十
三

日
除
、
遁
運
砧
戸
で
九
日
除
と
な
る
。

『
至
順
鎮
江
志
』
巻
三
戸
口
に
は
民
戸
の
戸
口
数

も
み
え
、
そ
れ
に
依
る
と
民
戸
二
戸
賞
り
の
卒
均
口
数
は
五
日
除
で
あ
る
か
ら
、
砧
戸
は
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一
般
に
か
な
り
多
レ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
一
戸
嘗
り
の
卒
均
国
土
額
は
馬
砧
戸

で
回
、
地
、
山
を
合
せ
る
と
二
頃
八
畝
除
、

田
だ
け
で
も
一
頃
五
十
畝
徐
と
な
る
。
水
砧

戸
は
こ
れ
よ
り
少
な
く
、

田
、
地
を
合
せ
て
六
十
畝
除
、

回
だ
け
で
は
五
十
三
畝
徐
で
あ
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る
が
、
遁
運
砧
戸
は
回
、
地
、

山
を
合
せ
る
と
四
頃
二
十
五
畝
絵
、
回
だ
け
で
も
二
頃
八

十
七
畝
品駄
に
達
す
る
。
姑
赤
の
種
類
に
よ

っ
て
か
な
り
の
差
が
み
ら
れ
る
が
、
人
口
調
密

な
水
稲
耕
作
地
帯
と
し
て
は

一
般
に
こ
れ
は
か
な
り
多
い
額
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は

鎮
江
路
に
限
ら
れ
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
衣
の
こ
と
が

拳
げ
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
砧
戸
の
会
援
に
は
丁
教
と
田
畝
額
な
い
し
は
税
糧
額
が
基
準
と

さ
れ
、
そ
れ
な
り
の
丁
産
を
有
す
る
人
戸
が
充
て
ら
れ
た
こ
と
の
外
に
、
姑
戸
が
過
重
な

役
に
醸
嘗
す
る
た
め
別
籍
異
財
を
避
け
た
こ
と
と
官
司
の
方
で
も
拍
役
を
確
保
す
る
必
要

か
ら
こ
れ
を
認
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
『
元
典
章
』
戸
部
(
倉
一
七
〉
及
び
『
逼
制
篠

に
み
え
る
至
元
八
年
三
月
に
出
さ
れ
た
〈
戸
口
俊
董
〉
に
は
寧
砧
戸

格
』
戸
令
(
省
二
)

等
の
析
居
戸
に
つ
い
て
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寧
・
拍
・
急
遁
鋪
・
駕
船
・
漏
籍
・
鍛
冶
戸
〔
戸
〕
下
人
口
析
居
者
、
掲
照
各
籍
相
問
、
止
令
依
奮
同
戸
嘗
役
。

と
あ
る
。
姑
戸
は
軍
戸
、
急
遁
鋪
兵
戸
等
と
と
も
に
析
居
す
る
者
で
あ
っ
て
も
別
籍
異
財
は
せ
ず
、
従
来
通
り
同
戸
と
し
て
拍
役
に
嘗
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
先
に
み
た
失
八
見
禿
拍
戸
に
充
て
ら
れ
た
華
秀
の
戸
下
に
は
女
婿
二
人
を
含
め
た
六
名
の
成
丁
が
い
た
の
は
こ
れ
に
由
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
一
つ
丁
口
数
に
限
っ
て
言
え
ば
、
『
至
順
鎮
江
志
』
に
み
え
る
拍
戸
が
保
有
す
る
躯
口
は
極
め
て
少
な
く
、
か
っ
こ
れ
は

江
南
の
一
般
的
傾
向
と
考
え
ら
れ
る
が
、
華
北
に
お
い
て
は
事
情
が
異
な
り
、
軍
戸
と
同
様
、
結
戸
に
も
躯
口
を
有
す
る
者
が
多
か
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。
先
に
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
中
統
四
年
五
月
の
上
都
路
雲
州
等
の
慮
に
お
け
る
立
砧
に
際
し
て
、
「
親
掘
を
問
わ
ず
、
戸
ご

と
に
止
だ
二
丁
を
取
る
」
と
さ
れ
て
レ
た
の
は
そ
の
一
端
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

右
に
述
べ
た
よ
う
な
理
由
で
姑
戸
に
は
か
な
り
多
く
の
丁
ロ
と
団
地
を
有
す
る
者
が
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
農
業
経
営
と
な
る
と
、
華
北

で
は
漢
軍
戸
に
お
い
て
み
ら
れ
た
よ
う
な
家
族
員
と
躯
口
の
鉱
労
働
力
に
依
援
し
た
畑
作
経
営
、
江
南
で
は
佃
戸
を
使
つ
て
の
水
稲
耕
作
が
推
定

さ
れ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
そ
れ
ら
を
示
す
具
践
的
な
記
録
は
殆
ど
な
い
。
た
だ
文
献
に
現
わ
れ
る
の
は
元
朝
中
期
以
降
、
雇
役
銭
を
含
む
姑
戸

の
経
済
的
負
措
が
増
大
し
、
そ
の
結
果
、
私
有
し
て
い
る
田
地
を
貰
却
す
る
者
が
跡
を
絶
た
な
い
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
節
の
初
め
に
み
た
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撫
州
路
雲
山
姑
の
馬
姑
貼
戸
楊
汝
玉
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
。
江
西
行
省
の
洛
文
に
は
先
の
記
載
に
績
い
て
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

因
魚
馬
死
頻
並
、
支
持
不
敷
、
戸
下
消
乏
、
節
次
勝
田
出
買
、
輿
謝
正
甫
・
周
信
甫
等
震
業
、

不
堪
嘗
役
。

楊
汝
玉
は
貼
姑
戸
で
あ
り
な
が
ら
入
砧
回
六
噴
七
十
畝
除
を
有
す
る
地
主
で
あ
っ
た
が
、
鋪
馬
の
補
買
を
中
心
と
す
る
経
済
的
負
措
に
堪
え

ず
、
次
々
に
国
土
を
貰
却
せ
ざ
る
を
え
ず
、
遂
に
は
姑
役
に
麗
嘗
し
え
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
新
た
に
民
戸
か
ら
補
余
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
次
第
に
わ
ず
か
な
団
地
し
か
私
有
し
な
い
民
戸
を
も
封
象
と
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
結

局
、
元
朝
は
そ
れ
な
り
の
丁
産
を
有
す
る
祉
舎
的
中
堅
屠
を
次
々
に
と
り
潰
す
こ
と
に
よ
っ
て
姑
役
を
確
保
し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

お

わ

り

tこ
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元
代
の
砧
戸
制
の
如
く
、
園
家
に
射
す
る
特
殊
な
絡
役
を
特
定
の
人
戸
に
世
襲
的
に
課
す
制
度
は
決
し
て
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ

古
代
的
と
も
言
い
う
る
。
唐
宋
時
代
の
募
役
法
を
家
げ
る
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
逆
行
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
必
然
的
に
矛
盾
が
生
じ

そ
れ
も
根
本
的
に
矛
盾
を
解
決
し
た
も
の
で
な
い

ざ
る
を
え
な
い
。
正
砧
戸

・
貼
姑
戸
制
は
そ
れ
に
削
到
底
す
る
一
つ
の
方
策
で
は
あ
っ
た
が
、

元
朝
は
そ
れ
に
射
し
て
有
数
な
改
革
の
手
を
打

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
時
代
を
経
る
に
つ
れ
、
矛
盾
が
露
呈
さ
れ
て
レ
っ
た
が
、

つ
こ
と
が
で
き
ず
、
徒
ら
に
祉
禽
的
中
堅
層
の
混
落
を
招
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
制
度
は
元
朝
を
モ
ン
ゴ

ル
高
原
に
駆
逐
し
、
中

華
復
興
を
唱
え
た
明
朝
に
も
基
本
的
に
引
縫
が
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
箪
に
歴
史
の
皮
肉
と
か
復
雑
さ
と
レ
う
言
葉
だ
け
で
は
済

ま
し
え
な
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
究
明
は
他
日
を
期
す
こ
と
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

註①
羽
田
亨
『
元
朝
騨
侍
雑
考
』
(
東
洋
文
庫
叢
刊
一

『姑
赤
』
附
録
、
『
弱

田
博
士
史
皐
論
文
集
上
谷
歴
史
篇
』
所
牧
)
の
ほ
か
、
元
代
の
姑
赤
に
闘

す
る
主
な
論
考
と
し
て
は
、
同

「蒙
古
騨
侍
考
」
(『
東
洋
協
曾
調
査
部
副
学

術
報
告
』

一、
前
者
所
牧
)
、
同

コ
冗
の
海
青
牌
に
就
い
て
」
(
『人
類
聞
宇
雑

誌
』
四
四
|
一
二
)
、
箭
内
亙
コ
冗
朝
粋
符
考
」
(
『潟
鮮
地
理
歴
史
報
告
』

九
、
『
家
古
史
研
究
』
所
牧
)
、
丹
羽
友
三
郎
「
元
代
側
符
制
度
に
闘
す
る

一
考
察
」
(『法
制
の
諸
問
題
』
所
枚
)
、
李
夢
瑛
つ
姑
。
奥

4

姑
赤
L

(『属
貢
』
六
l
六
)
、
潜
念
怒
「
閥
子
元
代
的
廃
侍
」
(『歴
史
研
究
』一

九
五
九
年
第
二
期
)
、
陳
得
芝

・
施

一
絞
っ
関
子
元
代
的
勝
停
9

一
文
的

資
料
問
題
L

(

『歴
史
研
究
』
一
九
五
九
年
第
七
期
)
及
び
複
組
話
・
朱
停

審
『
中
国
郵
騨
設
淫
史
』
第
四
章
第
二
節
「
元
騨
研
究
」
が
あ
る
。

②

『
集
刊
東
洋
撃
』
一二

一
(
曾
我
部

・
愛
宕
問
先
生
頒
弔問問
記
念
東
洋
史
特

集
披
)
。

③

余

倹

と
は
愈
貼
援
充
の
略
で
、
姑
戸
の
余
僚
と
は
民
戸
か
ら
相
礁
の
人

戸
を
選
び
出
し
て
姑
戸
に
充
て
る
こ
と
を
謂
う
。
な
お
簸
字
は
余
字
と
互

用
。

④

『

永
祭
大
胤
ハ』
所
引
の

『縦
位
大
典
』
姑
赤
門
を
引
用
す
る
場
合
、
煩

を
避
け
軍
に
『
経
世
大
典
』
姑
赤
と
し
、
そ
の
下
に
『
永
集
大
典
』
の
容

数
の
み
を
(
)
内
に
記
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
『
永
祭
大
典
』
及
び
『
元

典
章
』
に
は
俗
字
、
略
字
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
お
お
む
ね

正
字
に
改
め
た
。

⑤

モ
ン
ゴ
リ
ア
の
遼
遠
姑
戸
の
愈
接
基
準
と
さ
れ
る
家
畜
の
頭
微
な
り
を

具
鰭
的
に
明
示
し
た
記
録
は
な
い
。
た
だ
『
経
世
大
山
内
』
姑
赤
(
倉
一

九

四
二
一
)
に
み
え
る
泰
定
元
年
三
月
に
お
け
る
木
憐
等
の
三
姑
の
姑
戸
に

針
す
る
賑
給
の
記
事
の
中
に
、

今
令
通
政
院
分
別
貧
富
等
差
、
其
有
馬
馳
及
二
十
、
羊
及
五
十
者
、

是
篤
有
力
。

と
あ
る
の
は
参
考
に
値
い
し
よ
う
c
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@
一
一
唄
は
約
五
、
六
六
ヘ
ク
タ
ー
ル。

⑦
姑
赤
の
本
格
的
設
置
は
太
宗
オ
ゴ
タ
イ

・
ハ
l
ン
の
初
年
に
か
か
る

し
、
ま
た
一
般
的
政
治
情
勢
か
ら
考
え
て
も
太
宗
朝
に
降
る
と
み
る
の
が

安
嘗
で
あ
ろ
う
。

③
拙
稿
コ
克
代
の
漢
軍
戸
と
そ
の
農
業
生
産
」
参
照
。

⑨
元
代
の
一
石
は
約
九
四
、
九
リ
ッ
ト
ル
。

⑮
嘗
字
は
元
刻
本
、
沈
刻
本
共
な
い
が
、
『
永
築
大
典
』
単
位
一
九
四
二
四

に
引
く
こ
の
篠
文
に
は
み
え
る
。
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑪
『
元
典
章
』
兵
部
(
倉
一
二
六
)
〈
設
立
水
皐
姑
〉
の
僚
に
み
え
る
至
元

二
十
九
年
八
月
の
福
建
の
事
例
で
は
、

(
前
略
)
於
相
懸
苗
米
五
石
之
下
回
石
之
上
戸
、
皆
既
補
船
戸
。

と
あ
り
、
具
飽
的
な
基
準
額
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。

⑫
使
臣
に
給
す
る
飲
食
物
を
謂
う
。
羽
田
亨
『
元
朝
欝
停
雑
考
』
参
照
。

⑬
拙
稿
「
永
幾
大
奥
谷
一
九
四
二
四
結
、
結
赤
九
所
引
の

『
元
朝
典
章
』

に
つ
い
て
|
元
典
章
と
『
大
徳
典
章
』
の
闘
係
に
か
か
わ
っ
て
|
」
(『集

刊
東
洋
事
』
(
二
七
)
参
照
。

⑬
『
元
史
』
兵
士
心
に
み
え
る
太
宗
の
救
に
は
こ
の
姑
の
字
は
な
い
。
お
そ

ら
く
街
字
で
あ
ろ
う
。

⑬
安
部
健
夫
コ
克
時
代
の
包
銀
制
の
考
究
」
(
『
東
方
事
報
』
〔
京
都
〕
一
一

四
、
『
元
代
史
の
研
究
』
所
収
可
愛
宕
松
男
コ
冗
朝
税
制
考
|
税
糧
と

科
差
に
つ
い
て
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
一
一
一一一
l
四
〉
参
照
。

⑮
奈
美
彪
編
『
元
代
白
話
碑
集
録
』
に
み
え
る
〈
一
二
四
五
年
整
屋
重
陽

前
向
寄
宮
聖
旨
碑
〉
に
、

天
地
気
力
関
端
太
子
令
旨
、
(
中
略
)
仰
照
依
己
前
元
奉
聖
旨
、
而

今
這
先
生
根
底
、
大
小
差
役
鋪
馬
砥
感
休
笛
者
。

と
あ
る
の
は
そ
の

一
例
で
あ
る
。

⑫
原
文
に
は
な
い
が
意
を
も
っ
て
補
う
。

⑬
前
掲
拙
稿
参
照
。

⑬
江
南
で
は
姑
戸
が
念
媛
時
に
私
有
し
て
い
た
田
地
は
入
団
姑
と
稽
さ

れ
、
雨
税
が
菟
除
さ
れ
た
。

③
原
文
に
は
年
月
が
抜
け
て
い
る
が
、
文
中
「
六
部
は
併
せ
て
四
部
と
作

す
」
と
み
え
、
『
元
史
』
百
官
志
(
谷
八
五
)
に
依
れ
ば
、
こ
れ
は
至
元

八
年
の
事
で
あ
る
。

@
『
元
史
』
世
組
本
紀
(
省
九
)
至
元
十
四
年
二
月
丙
寅
の
僚
に
、

立
永
昌
路
山
丹
減
等
騨
、
の
給
紗
千
錠
翁
本
、
停
取
息
以
給
騨
須
之

E
E
m

。

と
あ
る
の
は
そ
の
一
例
で
、
ま
た
恒
久
的
針
策
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る

が
、
こ
れ
も
綴
い
て
、

諸
王
只
必
銭
木
見
言
、
永
昌
路
窮
百
二
十
戸
、
疲
於
供
給
、
質
妻
字

以
態
役
。

と
み
え
る
よ
う
な
惨
状
に
鑑
み
て
採
ら
れ
た
地
域
的
針
策
の
一
つ
で
あ

る。

②
姑
戸
に
糾
問
す
る
和
雇
和
買
雑
乏
差
役
の
賦
課
は
『
遇
制
係
格
』
賦
役

(
倉
一
七
)
に
み
え
る
、
鼠
尾
冊
に
よ
っ
て
差
愛
(
虞
く
税
役
一
般
を
指
す
〉

の
科
徴
を
命
じ
た
中
統
五
年
八
月
の
世
組
の
聖
旨
中
に
、

除
草
戸
人
匠
、
各
口
刀
撰
造
、
其
徐
姑
戸
島
卜
打
捕
鹿
嶋
房
種
田
金
銀
鍛

冶
幾
人
等
一
切
諸
色
戸
計
、
輿
民
戸
一
穂
推
定
鼠
尾
冊
、
類
携
将
来
、

科
徴
差
授
。

と
み
え
、
軍
戸
、
匠
戸
と
は
異
な
り
、
本
来
的
に
菟
除
さ
れ
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
が
、
後
に
は
軍
戸
と
同
一
視
さ
れ
、
事
質
上
菟
除
さ
れ
て
い
た
。
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③

『経
世
大
典
』
姑
赤

(
省
一
九
四
一

八
)
に
み
え
る
至
元
二
十
七
年
八

月
の
員
定
路
曲
目
砥
態
首
田
山
人
佳
祐
の
告
言
。

@
前
田
直
典
「
元
朝
時
代
に
於
け
る
紙
幣
の
償
値
曲
変
動
」
(「
歴
史
民
干
研

究
』

一
一一
六、

『元
朝
史
の
研
究
』
所
枚
)
参
照
。

②

『経
世
大
典
』
姑
赤
(
倉
一
九
四
二
二
)
に
み
え
る
至
順
元
年
七
月
の

兵
部
員
外
郎
劉
承
務
郎
の
呈
中
に
、

依
大
徳
九
年
例
、
於
相
態
戸
内
愈
捕
、
日
間
帯
丁
力
、
就
護
各
各
車
頭

跡地役
。

と
あ
る
が
、
こ
こ
に
み
え
る
「
車
頭
」
も
寧
姑
正
戸
か
ら
出
て
身
役
に
臨
応

ず
る
男
丁
で
あ
ろ
う
。

③
前
鍋
拙
稿
参
照
。

②
『
元
典
章
』
兵
部
(
谷
一
二
六
)

〈起
馬
置
暦
挨
次
〉
の
傑
に
み
え
る
四

川
道
廉
訪
使
苗
日
少
中
の
牒
中
に
、

切
見
、
四
川
姑
戸
、

多
係
凋
療
貧
民
、
三
十
家
懸
賞
鋪
馬
一
匹
。

と
あ
る
。

③

『経
世
大
典
』
姑
土
亦
(
省
一
九
四
二

O
)
に
み
え
る
至
大
元
年
正
月
の

江
西
行
省
の
盗
に
ほ
ぼ
同
文
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
斗
は
升
に
作
る
。

③
表
示
し
た
馬
姑
、
水
始
、
週
運
姑
戸
の
戸
口
数
の
ほ
か
に
僑
寓
戸
の
う

ち
に
「
姑
二
十
六
」
と
み
え
る
が
、
賞
際
に
姑
役
に
態
嘗
し
て
い
た
者
か

ど
う
か
不
明
で
あ
る
し
、
馬
姑
、
水
姑
等
の
医
別
も
な
い
の
で
除
い
た
。

ま
た
閏
土
額
の
う
ち
に
騨
鋪
の
所
在
地
畝
等
を
含
ま
ぬ
こ
と
は
、
各
姑
ご

と
の
線
計
数
の
下
に

「
並
係
有
司
民
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
は
っ
き
り
し

て
い
る
。

③
『
至
正
金
陵
新
志
』
戸
口
(
容
八
)
に
み
え
る
江
寧
豚
の
姑
戸
数
は
四

百
九
十
一
戸
で
、
口
敏
は
五
千
二
百
二
口
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
一
戸
笛

り
の
卒
均
口
敏
は
十
口
を
越
え
る
。

⑧

『

一冗
典
章
』
に
こ
の
戸
の
字
が
抜
け
て
い
る
が
、

あ
る
。
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
遇
制
傑
絡
』
に
は
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本
本
稿
は
佐
藤
圭
四
郎
教
授
を
代
表
者
と
す
る
総
合
研
究
「
中
園
交
通
史
の

基
礎
的
・
総
合
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。



　　　

Chan-hu姑戸in the Yiian 元Dynasty

―Specificallyon the horse chan-hu and water chan-hu―

Υaichiｒｏ Ｏtａ

　　

Ａ number of essays have been published in Japan and elsewhere

beginning with Professor Toru Haneda's Ｇ匹ｃ陥ｅｋｉｄｅｎ　ｚofefeo元朝駅傅雑

考on thｅｃｈａｎ-ｒ.ｈ'ih(姑赤面田所) system of the Mongol Empire and

Yuan dynasty from the 13 th to the 14 th century; and it would seem that

the cha?１-ｃｈ'iksystem as ａ system of relay stations had been thoroughly

elucidated. However, I believe many problems worthy of investigation

remain with respect to the ｃｈａｎ-hｕthemselves who ran the　ｃｈａｎ-ｃＨxk

system｡

　　

In this short piece, centering on the horse and water:ｃｈａｎ-ｈｕthroughout

China proper, l shall first clarify the basis of arrangement and comman-

deering, its manual labor and economic　responsibilities, and the main 正

as well as sｕb貼油四一ch'ih systems; and l will investigate the social

and economic aspects of the family structure and private land-holding of

t＼ｉｅｃｈａｎ-hｕsystem. While the Ｃｈａルhｕsystem which was first carried

out in North China was also implemented in the Chiang-nan 江南region,

the process by which it had to change because of di任erences in the syS･

tems of private land-holding and taxation will become clear. In spite of

311 this, l will point out why the Mongols enforced such an ancient syS･

tｅｍａｓＣｈａルｈｕwhich imposed extraordinary hereditary labor requirements

on specifichouseholds in Chinese society which had already passed through

the ancient period, and thus the reason why together with other institutions

of the Mongol Ｅ°pire and the Yiian Dynasty would cause
complictions

to the development of Chinese society.
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